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序

今日、経済活動を支える重要な要素である流通は、その大半を自動車に依存して

います。日本で暮らす我々の移動の手段も、自動車に頼る割合が増えてきています。

こういった現実のなか、自動車道の整備は県内各地で行われています。そして、こ

れらの整備予定地には、いくつかの埋蔵文化財包蔵地が発見されています。これら

の埋蔵文化財は、私たちの先祖が、その時代を生きた証であり、先人の文化や教訓

等を今に伝えてくれる貴重な財産ともいえましょう。三重県埋蔵文化財センターでは、

この様な埋蔵文化財を開発行為から守り、後世に伝える努力を続けているとこ

ろです。

しかし、これらは、土木工事等により破壊されると、二度とその実態を把握する

ことが不可能になる性格のものでもあります。三重県政においても、埋蔵文化財の

こうした特性を踏まえ、その保護に勤めているところではありますが、どうしても

現状保存困難な部分については、発掘調壺を行い、記録として保存せざるを得ない

場合もあります。

北門遺跡の発掘調査は、こうした経緯で行われたものです。本書が消滅した遺跡

に代わり、先人の文化や教訓後を後世に伝える一助となることを願うものであります。

なお、文化財保護法の精神を尊重され、協議から発掘調査に至るまで多大のご理

解とご協力をいただいた各関係機関や地元自治会の方々には、ここに心からのお礼

を申し上げます。

2 004年3月

三重県埋蔵文化財センター

所長吉水康夫
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本書は、三重県上野市大谷に所在する北門（きたかど）遺跡の発掘調査結果をまとめたものである。

調在は下記の体制で実施した。

調査主体

調査担当

戸重県教育委員会

三重県埋蔵文化財センター 調査研究グループ

主 壺

研修員

森川常厚

五十棲孝子（四日市市立内部小学校）

水谷隆広

野田有美

小倉 整

（三重県立菰野高校）

（三重県立名張西高校）

（鈴鹿市立神戸中学校）
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本書の執筆・編集は、調査担当が分担して行ない、文責は目次及び文末に明記した。写真撮影は、各執筆者が担

当した。

本書が対象とした調査面積は、 736面である。

本書が対象とした現地調査期間は、平成14年11月6日～平成14年12月27日である。

本書で示す方位は、国土座標第VI系を基準とする座標北を用いた。なお、磁北は約 6°50'西偏（平成9年、国

土地理院） している。
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本書では、下記の遺構表示略記号を用いた。

SA: 柵
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SB: 掘立柱建物 SD: 溝 SK: 土坑

本書で表記する色調は、小山・竹原編『新版標準土色帖』 (9版

SH: 竪穴住居

1989) 

sz: 不明遺構

を使用した。

発掘調査及び本書の作成に際しては、下記の方々のご指導・ご協力をいただいた（敬称略）。

上野市教育委員会文化課

伊藤裕偉 榎村寛之

伊賀県民局伊賀建設部

笠井賢治 竹内英昭 東野治之

地元地権者各位

福田典明 和気清章
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本書が扱う発掘調査の原因事業は、国道422号（三田坂バイパス）国補道路改築事業である。

発掘調査の経費は、三重県県土整備部が負担した。

本書が扱う発掘調査の資料や出士遺物は、当三重県埋蔵文化財センターが保管している。
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ー
''-則 言

国道422号の道路改良事業である三田坂バイパス

の建設予定地には多くの埋蔵文化財包蔵地が確認さ

れており、 これらの一つに北門遺跡がある。

平成13年度、県土整備部から取付道路部分につい

て埋蔵文化財の範囲確認調査の依頼を受けた。三重

県埋蔵文化財センターでは、平成13年4月11日に2200m2,

平成13年10月25日、 11月20・21日及び平成14年2月

22日の3回には14,700面を、延べ5日間にわたり範

囲確認調査を行った。その結果、台地上から遺物包含

層や土坑等の遺構が確認され、対象範囲のうち800m2

に北門遺跡が及んでいることが確認された。この結

果は、平成13年4月19日付教埋第32号及び平成14年6

月3日付教埋第59号で県土整備部へ通知され、 この

取扱について両者で協議が重ねられた。その結果、発

掘調査により記録として保存し、発掘調査終了後に

事業を行うこととした。

発掘調査は、三重県埋蔵文化財センター調査研究グ

ループが担当し、平成14年11月6日に開始した。

文化財保護法第58条の2第1項の規定により平成

14年11月6日付教埋第215号で「発掘調査の報告」

を三重県教育委員会教育長へ行った。

調査の進展に伴い、飛烏～平安時代の集落跡が姿を

現したが、調査終盤になって、多量の古式土師器と

共に古墳時代初頭の環濠が検出されるという大きな

成果を得た。 このため、調杏予定期間をやや延長

し、歳も押迫る12月27日に調査を終了した。

なお、出土遺物については、三重県教育委員会か

所長宛発見認定が通知されている。

ら平成15年2月18日付教委第12-6-15号で上野警察

（森川常厚）

第 1図 遺跡位置図『この地図は、国土地理院発行の2万5千分の 1地形図
（上野• 島ケ原・伊勢路・月ケ瀬）を掲載したものである。』
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II 位置と環境

北門遺跡は三重県上野市に所在する。当遺跡は、

上野市の北東部を西流する柘植川北岸の段丘上に位

置する。そして、北には信楽高原に連なる丘陵が迫

り、南には柘植川によって形成された小扇状地が開

け、盆地中心域である上野市街地が南西に続く。

上野市とその周辺域を合わせた三重県西部は伊賀

地域と呼ばれ、律令下においては伊賀国に属した。

伊賀国は、東に鈴鹿・ 布引山系が縦走し、西に大

和高原、北に信楽高原が周囲を取り囲む盆地地形で

ある。上野盆地の地形は複雑で、不規則に山地・Ji

陵・台地が入り組み、盆地内盆地を形成している。当

遺跡の南西近辺で木津川・柘植川・服部川の 3河川

が合流し、上野市付近で最も広い平坦面を形成する。

これが狭義の上野盆地である。一方、名張川とその

支流は名張市付近で小盆地を形成する。これが名張

盆地であり、双方あわせて広義の上野盆地となる。

いずれの河川も木津川に合流し、最後は淀川として

大阪湾へ注ぐ。

東に位置する鈴鹿・布引山系が伊勢湾岸地域と厳

しく隔て、県内の同地域よりも、むしろ関西地域の

-2-

旧石器・縄文時代 当遺跡周辺域における旧石

器時代の遺跡は報告されておらず不明である。縄文

時代の遺跡としては、小芝遺跡 (1)(註1)で溝状

の落ち込みから縄文後期の土器片が出土し、高野遺

跡 (2)(註2)からは中期から後期にかけての土器

片を含む小士坑が検出されている。しかし、同時代

に関する遺跡・出土遺物は少なく、今後の調査によ

る解明が待たれるところである。

弥生時代 小芝遺跡では前期新段階の壷が出土

しているが、前期にまでさかのぼる遺跡は稀である。

また、三田遺跡 (3)・天道遺跡 (4) (註3). 高

野遺跡• 印代東方遺跡群 (5)(註4)からは中期の

土器が出土しているが、遺構はほとんど検出されて

いない。後期以後、徐々に遺跡が増加する。三反田

遺跡 (6)(註5). 印代東方遺跡群においては方形

周溝墓が検出されている。

また、上野市千歳地区で出土したとされる銅鐸の

耳飾部分が梅原末治氏により報告されているが、厳

密に出土地を確定するのは困難である。（註6)

古墳時代 柘植川中流北岸に位置する丘陵上は、

4世紀半から古墳がたびたび築造された地域である。



前期では東山古墳 (7). 山神寄建神社古墳 (8)、

中期では4基の前方後円墳を盟主とする外山・鷺棚

古墳群 (9)が築造された。また柘植川の左岸には、

御墓山古墳(10)が存在する。同古墳は、全長188m

を擁する三重県下最大の前方後円墳である。後期に

なると、柘植川右岸丘陵上にキラ土古墳 (11)が盟

主墓として築かれる。しかし、後期古墳の規模は円

墳を中心として縮小化し、源六谷古墳群(12)・ 奥

弁天古墳群(13)・ 西元谷古墳群(14)・波敷野古

墳群(15)・ 石打古墳群(16)などの群集墳が確認

されている。巨石を用いた横穴式石室を有する勘定

塚古墳(17)は7世紀前半に築造されたものと思われ

るが、この地域における最後の盟主墓となる。

また集落遺跡としては、北中溝遺跡(18)・ 宮ノ

森遺跡(19) (註7) ・大多田遺跡(20) (註8) . 

小芝遺跡などで竪穴住居等が検出されている。喜春

遺跡(21)においては、初期須恵器の杯壺が出土し

ている。

飛鳥・ 奈良時代 当該期の当遺跡周辺における

支配体制については判然としない。しかし、当遺跡

の西に接する三田地区に、朝廷の直轄領である屯倉

が設置されていたとする説がある。屯倉に伴って租

税を貯蔵した倉庫施設を想起させる字名が「北門」

をはじめとして紹介されており（註9)、当地域と

朝廷の関係を検討する際に興味深い。

律令下において、伊賀国は阿拝郡・山田郡・伊賀

郡・名張郡の4郡からなり、当遺跡の周辺域が属す

る阿拝郡は柘植・川合• 印代・服部・三田• 新井の

6郷に分かれる。 （註10)

国司が駐在する国府は地方統治の要である。伊賀

国府跡(22)(註11)は柘植川北岸に位置している。

北に丘陵が迫る段丘上面の平坦地に所在していたと

考えられる。国分寺跡(23)と国分尼寺に比定される

長楽山廃寺(24)が、そのほぽ真南 5kmに位置し

ているのは、これらの関連を考える際に注目される。

また、東国と都を結ぶ交通路が整えられ、この地

域に古代の官道である東海道が貰くことになる。皇

位継承権をめぐる戦乱である壬申の乱(672年）に

おいて、大海人皇子が吉野を脱し、伊賀国内から伊

勢平野に向かった際に通ったのも東海道であろうと

考えられる。名張から木津川上流に沿って北上し、上
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野市荒木を経て、当遺跡が位置する丘陵地を北方に

かすめる。さらに柘植川を東に向って加太峠を越え、

伊勢の鈴鹿（関）に至るルートである。

そして、駅制も整えられる。和銅4年(711)には

阿拝郡に新家駅（上野市新居）が置かれ、ルートが

変更される。官舎遺跡(25)はこの新居の駅家に比

定されている。（註12)ほぽ、木津川に併走する関西

本線に沿うルートで、当遺跡南側に接しつつ、伊

賀国府跡周辺で旧道に合流すると考えられる。

当該期の遺跡も柘植川北岸の段丘上を中心として

分布する。古代の東海道が想定されるこの地域に、

伊賀国府跡をはじめとする遺跡が濃厚に分布してい

る。また、外山大坪遺跡(26) (註13)では、何棟

もの大規模な掘立柱建物が検出され、有力豪族が居

を構えていた可能性がある。 7世紀後半には御墓山

窯跡(27)・備後坂窯跡(28)で須恵器生産が開始さ

れる。特に御墓山窯跡では古代仏教に関わる陶製宮

殿（厨子）が出土している。また、伊賀国内各郡に

白鳳寺院が設けられ、阿拝郡内の三田廃寺(29)か

らは、白鳳前期の軒丸瓦などが出土している。

当遺跡周辺域の全体像を描く場合に、これら個々

の事象が有機的に結びつき、この地域を古代の地域

拠点として捉えることができる。

平安時代 律令制の衰退とともに、伊賀国府の

政庁としての機能は弱体化していくが、11枇紀代ま

では中心的建物が存在していたようである。

また、公地公民制の崩壊とともに、広大な土地を

所有した領主が出現する。藤原清兼・実遠父子は、

伊賀地域の南部一円と阿拝郡・山田郡で散在地を領

し、この地域で権勢を誇った最大の在地領主であっ

た。（註14)

当該期の遺跡としては、堂垣内遺跡(30)・ 三反

田遺跡などがあるが、集落跡等の報告例は少ない。

平安京遷都後、東海道は近江国経由になり、さら

に仁和2年 (886)に鈴鹿峠越えの阿須波道が開通し、

現在の国道1号線ルートヘ移ることとなる。

鎌倉・室町時代 11世紀以降になると、実遠領

は東大寺・輿福寺・摂関家領に分割される。徐々に

在地の領主層が成長し、土塁や堀をめぐらした城館

が600ちかくも築かれる。その分布は伊勢地方と比べ

濃厚であり、強大な勢力が存在せず、小領主が割拠



 する伊賀地域の状況を反映するものと考えられる。
これらの小領主層は国人と呼ばれ、互いに連携し「伊

賀惣国一揆」といわれる地域連合を組織する。しか

し織田信長によって国人衆も攻め滅ぼされる。 （天

正伊賀の乱）これにより、国人衆による伊賀支配は

終焉を迎え、近憔的封建社会へと移行していく

こととなる。

［註］

(1) 中浦甚之『小芝遺跡発掘調壺報告』上野市教育委員会•上

野市遺跡調在会1993

(2)福田典明・豊岡勇『高野遺跡発掘調究報告』上野市教育委

員会・上野市遺跡調査会2000

(3) 服部久土•平子弘・山田猛『天道遺跡発掘調壺報告』三重

県教育委員会1989

(4)服部久士「伊賀国府跡（第4次）発掘調査報告』三重県埋

蔵文化財センター1992

(5)増田博『昭和63年度三反田遺跡発掘調査報告J上野市教育

'I  
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第3図遺跡地形図 (1:5,000) 
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委貝会・上野市遺跡調査会1999

(6)梅原末治1927『銅鐸の研究 資料篇』木耳社1985年再版

(7)山本雅蜻『宮ノ森遺跡発掘調査概要」上野市教育委員会・

上野市遺跡調査会1979

(8)笠井賢治『大多田遺跡発掘調査報告 (2次）』上野市教育

委貝会・上野市遺跡調査会1993

(9)早瀬保太郎「伊賀史概説』上巻1973「日本書紀』宜化紀に

「伊賀国ノ屯倉」の記載がある。伊賀国内の屯倉の所在地

を、「屯倉・屯田（みやけ）」が「御田（みた）」に転化

し、さらに「三田」になったとする岡田栄吉氏の説を紹介

している。

(10) 『倭名類衆紗』

(11)泉雄二「伊賀国府跡（第4次）発掘調杏報告』三重県埋蔵

文化財センター1992

(12) (9)と同じ藤堂元甫『三国地誌』上野市立図書館復刻1763

(13)川戸達也「平成3年度農業基盤整備事業地域埋蔵文化財発

掘調査報告 第1分冊」三重県教育委貝会・三重県埋蔵文

化財センター1992

(14) (9) と同じ『図説伊賀の歴史』上巻郷土出版社1992
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III 
遺 構

ー 層序

調査区は、西から東に緩やかに傾斜し、調査区

中央より東は傾斜がきっくなっている。そのため

水田一筆ごとに西側は削平され、東側は盛土されて

棚田となっている。碁本層序は、地表から16cmが

現在の耕作土（第 1層）、その下8cmが床土（第

2層）、さらに2層のIB耕作土がその下に形成され、

地表から60cm程度で地山に達する。全体的には、

後述の環濠以西は削平が大きく、包含層はほとんど

残っていなかった。環濠以東は、東にいくにつれ残

存状況が良好で、調査区東4分の 1では安定した層

が確認された。包含層は地表から60cm程度に形成

され、もっとも残存している部分では厚さ50cm程

度で多量の土器を含んでいた。その下層は基本的に

明黄褐粘質土で、東にいくに従い砂質が、西にいく

に従い粘性が強まっていく。検出はこの層の上面で

行った。 （小倉整）

2 古墳時代の遺構

溝3条と土坑1基を検出した。 SK28は不整形の

土坑で性格は不明である。また、溝2条は環豪を形

成するものと思われる。その場合に併存すべき竪穴

住居跡等の遺構が検出できなかった。推測の域を出

ないものの、本来は当遺跡の盛行期の一つとして位

置づけられる可能性がある。

SD 21 調査区中央を南北に貫く環豪と思われ

る溝である。輻約1.9~2.Smで、検出面からの深さは約

80~ 125cmである。断面はV字形をしており、傾斜は

約40~50度となる。溝底部の床幅は35cm内外であ

る。溝の勾配は、若千の起伏があるもののほとんど

認められなかった。

調査区北壁から南に5.5mほどの溝の底近くで、南

北の溝に沿うような方向に木片を検出した。長径約

50cm、短径約5cmの棒状の木片であるが、腐食が

激しく、加工痕などの判断もできなかった。

また、溝内で古式土師器を中心とする土器群を検

出した。溝内の南・北側で出土状況が大きく異なる。

北側に、土器群の大部分が集中しており、土器片が

数cmの厚さで折り重なるように一群の土器群として

検出された。一方、南側では壺・高杯などの土師器

類が、本来の器形を比較的よくとどめつつ、数点が

横倒し状で点在しており、とりわけ南端に位置する

壺(48)は、ほぼ完形であった。また、木片と思われ

る炭化物を伴うものも 2 点あった。南•北側いずれも、

溝底面から約45~95cmの高さに位置しており、

底面より第2層の明黄褐色粘土層とともに埋没した

ものである。南側は器物を意図的に置き、一方、北

側では投棄されたというように、南・北側でそれぞ

れ異なる状況・過程で埋没したのかもしれない。し

かし、これらの土器群が溝内に埋没した積極的理由

を見いだすには至らなかった。

S D42 調査区東端で検出した。緩やかな皿線

を呈し、両端は調査区外に続く。幅は約45cm、深

さは約20~45cmを測り、勾配はほとんどない。

遺構上部は削平により、失われているおそれがある。

S D30 調査区西端北壁寄りに位置する溝で、

緩慢な弧を描き、両端は調査区外に続く。平面は不

整形で、輻約1~2m、深さは約10~20cmである。削

平・撹乱により元の形態をとどめていないと考えら

れるが、その形状から古墳周溝の一部である可能性

がある。なお、調査区南側に隣接する地域で行われ

た上野市教育委員会の北門遺跡第2次調査では、

古墳が検出されている。 （水谷隆広）
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 3 飛鳥時代から奈良時代前半の遺構

竪穴住居8棟、掘立柱建物4棟、柱列 1条、井戸

2基等を検出した。竪穴住居の内、 SH2・26・29・

31・43の5棟は飛烏時代、 SH5・9・11の3棟は、

奈良時代と考えられる。竪穴住居のほとんどが、周

溝だけの検出ということもあり、の時期決定につい

ては、疑問も残る。

SH2 調査区東側南部で検出した。一辺4mの

方形を呈している。周溝は、幅50cmで、深さ5cm程

度である。北側中央部に焼土が検出された。寵は見

つかっていないが、この部分にあったのではないか

と思われる。主柱穴は、検出できなかった。

周溝西側中央部から土師器の小形甕が、出土して

いる。口縁部は欠損しているが、底部は完形である

ので、これは削平時に削られたのではなかと考えら

れる。正立状態で周溝の底に接して出土している。

周溝北側の東からlmの位置でも、土師器の小形の甕

がやや東に傾き同様な状態で出土している。この甕は、

口縁が4分の1残存し、底部はほぽ完形である。

どちらも正立して出土していることから、竪穴住居

の使用時に置かれていたのではないかと考えられる。

しかし、周溝の上であるので、竪穴が埋められると

きに埋納されたのではないかと考えることもできる。

SH5 調査区東側北端で検出した。北側は調

査区外でごく一部の検出のため全体の形態は不明で

あるが、方形を呈するものと思われる。 SH9と並

んで東側に位置することと周溝と思われる幅40cmの溝

が検出されたことから竪穴住居と考えられるが、疑

問も多い。

SH9 調査区東側北端でSH5の西で検出した。

SHllと重複している。北側は調壺区外のため、全

体の形態は不明であるが、一辺4m以上の方形を呈

するものと推測する。周溝は、幅20-50cm、深さ10

cm程度である。主柱穴、焼土ともに検出できなかっ

た。須恵器の蓋が出士している。

SH 11 調究区東側北端でSH9と重複して検出

した。北側の部分が調査区外であることやSHllと

の重複のため全体の形態は不明であるが、方形を呈

するものと考えられる。周溝は、幅15-25cm、深さ

10cm未満である。南西側の周溝と南東側の周溝とが
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うまく連続しないことから、一つの竪穴の周溝とす

ることに疑問が残る。もう一棟建て替えがされてい

た、と考えることもできるかもしれない。 SH9と

SHllの前後関係は、精査を重ねたが、はっきりさ

せることができなかった。

SH 26 調査区西側中央部で検出した。 SH31を

lmほど小さくして建て替えたものと思われる。一

辺4mの方形を呈していたと考えられるが、北東側

が他の遺構と重複しており東端部分は検出できなか

った。西側と南側に周溝と思われる溝を検出してお

り、幅35~40cm、深さ10cm程度の周溝がめぐってい

たようだ。北部の中央に寵があったかと思われる焼

土が検出された。しかし、寵と主柱穴は検出できな

かった。土師器の長胴甕、須恵器の蓋・裔杯・甑が

出土しているが、いずれも小片である。

SH 29 調査区西側中央部、 SH26の西側で検出

した。長辺4.5m、短辺4mの長方形を星している。

局溝は、幅30cm、深さ10cm程度である。主柱穴は、

4碁検出した。掘形は、直径40~50cmの不整円形を

呈している。北側中央部に焼土を検出しているが、

寵は検出できなかった。暗文のある土師器皿(96)

が北側周溝から出土している。 SH26との前後関係

は明らかでない。

SH 31 調査区西側中央部で検出した。一辺5

mの方形を呈していると考えられるが、南側のSH26

との重複や東側の他の遺構との重複で明らかでない。

周溝は、幅25cmで、深さ5cm程度である。主柱穴は、

4基検出した。掘形は、 30~50cmの不整円形で、深

さも一様でないことから、疑問も残る。北側に寵跡

と思われる焼士が検出されている。竪穴の大きさが

大型であるため、 SH26より古い竪穴住居であると

考えられる。北側の周溝からは、土師器椀(90・91)、

土師器小型甕 (92)須恵器蓋 (93)が出土している。

北側周溝からの士器の出士が多い。しかし、いずれも

破片であったことから、埋納ではないと考える。

SH 43 調査区東端で検出した。南側は、調査

区外にあたるため、全体の形態は不明である。一辺3.5

mの方形を呈していたのではないかと考えられる。

周溝や主柱穴．寵は検出できなかった。
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西壁に沿って長胴甕を10~25cmの方形に割った

ものが甕の内面を下にして南北に細長く並べられて

おり、床面との間に隙間をあたえている。ほぼ20cm輻

で長胴甕片を置き、幅がたりない場合は、二片を組

み合わせて下に隙間ができるように並べられていた。

したがって、周溝が検出されていないものの、暗渠

のような役目をしていたのではないかと想定される。

これらのものは接合の結果2個体の長胴甕(86・87)

に復元できた。長胴甕をわざわざこれらの大きさに

割って並べたようである。 （五十棲孝子）

S B44 調査区北端の検出のため全体の規模は定

かではないが、棟方向はNl2°Wで、桁行3間X梁

行3間以上の東西棟と推定した。桁行は東から1.8m

+l.5m+l.5mの不等間、梁行が1.2mの等間の総柱建

物である。柱掘形は直径60~80cmの方形または円形

を呈し、大きさが一様ではないが深さは検出面から

40~80cm程度としつかりとしている。

SB 45 調査区東部で検出した2間X2間の南北

棟 (Nll0W)で、桁行2.lm梁行1.95mのほぼ等間

の総柱建物である。柱掘形は形の乱れたものもある

が、もとは1辺が60~80cmの方形を呈するものと考

えられる。その多くで柱痕跡が検出され、特に西南

隅の柱穴や東側柱列の柱穴3基にはしっかりとした

柱痕跡が残存していた。南側の妻柱には柱の残存も

あり、直径はほぽ20cmであった。また中央の柱穴は

1辺が50cm程度とやや小ぶりで直径40cmを超える根

石も検出された。位置から束柱と考えられ、一定の

重量に耐えられるその構造から倉庫であった可能性

がある。他の柱穴からは根石の検出はなく、断面か

ら10cm程度の柱の不等沈下が認められた。

（小倉整）

S B49 調査区中央部西寄りで検出した。 3間以上

X2間の南北棟であり、棟方向はN23°Wである。北端

部は調査区外になるため全体の規模は確定できない。

柱間は、桁行1.65m、梁行2.4mで、それぞれ等間の側

柱建物である。検出できた堀形は、約30cm~70cmの

楕円形や円形を呈する。柱穴の検出面からの深さは、

妻柱が17cmと最も浅く、その他のものは約30cm~50

cmである。確認できた柱痕跡は直径約15cm~30cm

であった。棟方向が、約3.6m西に位置するSB50と

ほぽ方位を揃える。このことにより、 SB49・SB50は

-12-

同時存在したものとして考えたい。 （水谷隆広）

SB 50 調査区西側で検出したSH26・31と重複

して検出したことと、北端部は調査区外のため全体

の規模は不明である。

SH26の焼土除去後に1基の柱穴が検出されたこと

から、この掘立柱建物がSH26より先行することは

明らかである。

桁行4間以上x梁行2間の南北棟である。棟方向は、

N27°Wで、柱間は、桁行2.lm+l.8m+2.lm

で不等間である。梁行は4.5mであるが、梁行南妻柱

は検出できなかったので柱間は不明である。柱掘形

は、 50cm~75cmの長方形を呈するものや円形に近い

もので、不整形である。柱痕跡の直径は25cmである。

西側桁行では比較的よく柱痕跡が残存しており、抜

き取り痕も 2碁残っている。東側北端の柱穴には柱

が残存していた。しかし、腐食が激しく、直径等は不

明である。

SA 56 SB 50の東側で4間分を検出した柱列で

ある。柱間はl.5m+l.5m+ l.Sm+ l.Smである。柱掘

形は、直径50cmの円形を呈するものと考えられるが

不整形のものが多く、柱列とするに疑問もある。土

師器長胴甕、須恵器蓋が出土しており、 8世紀初頭の

ものと考えられる。

SE 35 調査区中央部西寄りの北壁に接して検出

した井戸である。平面形は東西1.2m、南北は70~80

cmで北壁にいたる。北側部分は調査区外のために確

認できていない。調査区外北側を含めた遺構全体の

平面形は、ほぼ方形となると考えられる。深さは、

検出面より2.5mを測る。埋土は4層から成る。最上

部の第1層は褐灰色土、第2層は褐灰色に橙色がまじ

る混礫粗砂、第3層は黄灰色の混礫粗砂、最下層の第

4層は灰色の混礫砂となる。底面から約50~80cmの高

さで板状木片が3点、それぞれ長辺を横にして北壁

断面にいたり調査区外に続く。また、長辺約80cmの

板状木片が縦状に底面から北壁に接して検出された。

いずれの板状木片も損傷、腐食が激しく加工痕も確

認できず、井戸の部材として使用されていたと断定

するにはいたらなかった。底面より拳大の石数個と

ともに土師器の杯身 (79)や甕 (80)と須恵器の甕

(81)が出土した。いずれも破片であり、埋納とは

考えにくい。
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SE 38 調査区の中央部、 SB48の北側で検出し

た井戸である。掘形は、南北2.8m東西2.2mの長方形

を呈し、深さは検出面から150cmを測る。壁は、検出

面下60cmで垂直に底部にいたる。この部分の平面形

は、 90cmの方形を呈し、これが、井筒の規模を表す

ものと考えられる。埋土は 3層に分かれる。最上部

の第1層は褐色土、第2層が褐色土礫混じる、第3

層は黄色粘土である。底部に接して、完形の須恵器

の鉢が倒立した状態で、検出面から90cm下の第2層か

ら須恵器の杯がほぽ完形で、それぞれ出土している。

共に完形に近い状態で出土していることから埋納さ

れた可能性もある。 （五十棲孝子）

溝 SD 13は、調査区の東部分、 SD12の南側で

検出した。幅3m、深さ20cm程の溝である。南端は

調査区外のため確認できていない。自然石が多数あり、

流れ込んだものと思われる。 SD12と北側で交

わっているが、出土遺物から飛鳥時代に属すると考

えられるので、 SD12との関連はないと思われる。

調査区を南北に延びている溝SD15・16・17・18

を中央部で検出した。 SD16は南側3mの長さで消滅

するが、他の溝は両端が調査区外へ続く。これらの

溝は、2~5mの幅で並んでいる。溝の幅は30~50cmで、

深さは5~10cmである。これらの西に15m離れた所で

は、SD24を検出している。

調査区中央部西寄りの位置でSD20を検出した。

SE35に北端を切られ、緩く蛇行しつつ北から南に

のび、約2mで東方向に湾曲するような形で収束する。

幅は6~8cm、深さは検出面から2cm程である。

深さがわずかなことから、遺構上部が削平されて本

来の形状をとどめていない可能性もある。 SE35と

北端が接することによりSE35に伴う排水溝として

使用されていたとも考えられる。しかし、直線的で

はないその形状から、自然流水路の可能性も残る。

SD36は調査区中央部で検出した。調査区北壁か

ら東西約60cm、南北は約2mで消滅する。平面形は不

整形をしており、深さは約10~15cmと浅く、数基の

ピットと重なって検出された。その形状から、溝と

するには疑問が残る。 （水谷隆広）

-14-
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 調査区東端では、 SD40とSD41が並んだ状態で
検出された。北端は調査区外へ続き、南端は調査区

の終わりのところで消滅している。輻20cm、深さ5~

10cmである。 （五十棲孝子）

土坑 SKIは、調査区東南部で検出した、一辺

75cmの方形の土坑である。検出面からの深さは全体

的に30cm程度で、南部分にやや深みを増す。須恵器

蓋．杯片等が出土しているが、埋納されたものでは

ない。当初から、有機質の埋土の方形遺構を明らか

に検出できたものの、掘削過程において、無機質の、

地山と酷似する埋土がその周りに広がっていること

がわかり、掘削範囲が広がることになった。この経

緯と、中央部からは腐食した板材が、西部分角から

も角材片が直立して出土していることから考えて、

井戸とその堀であった可能性が高い。北角をSB45

の柱穴に切られていることから、これに先行すると

考えられる。 （野田有美）

調査区中央部東寄りの南壁に接する位骰でSK27

を検出した。その検出位置から全体像は不明であるが、

調査区内では南北160cm東西120~130cmの方形

を呈する。土層断面から調査区南壁以南でも同じ幅

で遺構が伸びていくと推測されるため、全体像とし

てはやや細長い方形を呈する可能性もある。深さは

25cm程度であるが検出面が傾斜しているために東に

いくにしたがい浅くなっている。土坑の中央西寄り

から完形の粗製椀が底から15cmほど浮いた状態で出

土した。 （小倉整）

それ以外の土坑は 7基検出している。これらは、

幅80~120cmの不整円形で、深さは20~50cmである。

不定形な土坑であってその性格は不明である。

（五十棲孝子）

4 平安時代前期の遺構

掘立柱建物6棟と柱列 1条、溝l条及び多数の土

師器片などの遺物を伴う流水路等を検出した。特に

掘立柱建物4棟、柱列1条がともに方位を揃えており

注目される。南北に狭陸な調査区のため即断はでき

ないが、少なくとも調査区に限る限り、本遺跡の盛

行期の一つになると考えられる。 （水谷隆広）

SB 46 調査区の北端で検出したために全体の規

模は不明であるが、桁行2間以上X梁行 1間以上、

棟方向N41°Wの東西棟と推定した。桁行は2.55mの

等間、梁行は 1間分しか検出できなかったが、 2間

以上と推定した。掘形は乱れたものもあるがほぼl

辺が40-50cmの長方形を呈する。深さも検出面から

30cm程度あり、その位置と並びから調査区外に続

＜総柱建物と仮定した。ただ、側柱 l基の深さが他

の柱穴よりも浅いことから 1間Xl間の建物の可能

性もある。また南隅の1基から石が検出されている。

根石・根巻き石のいずれかの可能性があるが出土状

況からは判断できなかった。

SB 48 2間X2間の東西棟で棟方向はほぼ真西

の方向となる。桁行2.lm、梁行1.8mのほぼ等間の側

柱建物であると思われる。掘形は乱れたものもある

が1辺50-70cmの方形を呈し、深さも概ね揃って

いる。南東隅の 1基からは拳大の石が検出され、状

-16-

況から根巻き石と考えられる。直径20cm程度の柱

痕跡を認められる例もあった。時期決定の根拠に乏

しいが、 SB5l、SB52の2棟と方向が揃うためこ

の時期と推定した。 （小倉整）

SB 51 調査区西側で検出したが、南端部は調査

区外になるため、全体の規模は不明である。 2間以

上X2間の南北棟と仮定した。柱間は、東側桁行が

1.95m+l.8mの不等間、西側桁行が1.95mの等間、

梁行が2.85m+2.4mの不等間となるが、側柱建物で

あると考えられる。方位は、棟方向がほぽ南北に沿

っている。柱掘形は約60cm~95cmの長方形ないしは

方形を呈する。検出できた柱痕跡の直径は約20~25

cmでほぽ揃う。柱穴の検出面からの深さは約20~40

cmであった。特に北側妻柱の柱痕跡1基がやや浅い

が、根石として用いられたと思われる15cmほどの石が

検出されている。

SB 52 調査区西側で検出した。調査区南壁以南

に遺構が続くと考えられるため、全体の規模は確定

できないが、 2間以上X2間の南北棟として仮定し

た。棟方向がほぼ南北に沿う側柱建物であると考え

られる。柱間は、桁行が2.4m、梁行が2.7mの等間と

なる。検出できた柱掘形は、やや不整形のものもあ

るが、直径約40~55cmの円形ないしは楕円形を星す
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る。東側に近接するSA57やSB51と、調査区中央

より西側に位置するSB48やSB55とともに方位に

合わせて配され、梁行がSB51と同一線上に並んで

いる。しかし、隣接するSB51と柱掘形の形状・大

きさが異なり、柱痕跡も判然としなかった。また、

検出面からの柱穴の深さが15~45cmと差がある上に、

北面妻柱が検出できず、疑問の余地もあることを指

摘しておく。 （水谷隆広）

SB 54 調査区北端で検出されたため、全体の規

模は不明である。掘形は30~40cmの円形を呈し、い

ずれも30cm程度の深さであった。柱穴のの検出がわ

ずか3基に過ぎないために棟方向も推定できず、建

物とするには疑問が残る。ここでは、 3基の柱穴か

ら推測される柱間が2.lmと2.4mで直交することや尺

法の道理に無理のないこと、それぞれの掘形・深さ

が一様で揃っていることを考え併せ、建物の可能性

を指摘しておく。

建物と仮定した場合、南東隅にあたる柱穴で5点

の土器が正立で重ねられ出土した。上から重ねられ

た順に、土師器杯 (107)、土師器杯 (106)、黒色

土器A類椀 (110)、黒色土器B類椀 (108)、黒色

土器A類椀 (109)で、最上部の土師器杯 (107)の

匝上に直径12cm程度の石が置かれた状態で検出した。

5点のうち土師器の杯2点 (106・107)は完形で出土

したが、黒色土器3点はいずれも完形ではなかった。

3枚目に重ねられた黒色土器A類椀は高台がほとん

ど欠損し、口縁部も約4分の3の欠損、全体として

は2分の 1程度の残存状況である。上から 4枚目に

重ねられた黒色土器B類椀は底部を残して口縁部を

打ち掻いたような状態で、底部は高台も含め完全な

形であったが、最も下に重ねられた黒色土器A類椀

は底部をほとんど欠き、口縁部も 2分の 1程度の欠

損であった。この黒色士器椀3点が底部をもしくは

底部を残して打ち掻いたような状態であることが、

ほぼ完形の土師器2点を含む5点がより密着する要

因となっている。このことから 5点を安定して重ね

る目的で黒色土器3点を打ち掻いて埋納した可能性

ゃ、土師器2点を埋納時に、欠損した黒色土器3点

を台座の目的で据えた可能性が考えられる。

（小倉整）

@ 

8
＿
＼
 

A
一

B 
149.0m 

晨い④
c
 

D 

148.4m 

゜
Jm 

第12図 S B54 実測図 (1:100) 
遺物出土状況図 (1: 2 0) 

SB 55 調査区東側で検出した、ほぽ真北に桁

行の長い3間Xl間の南北棟である。柱間は、桁行・

梁行とも2.lmの等間である。柱掘形は、40~70cmの

不整円形を呈している。柱穴の深さは、検出面より

40~60cm程度でほぼそろっているが、東側の柱穴

が1基検出できなかった。出土遺物は、飛鳥時代か

ら奈良時代に属するものばかりであるが、 SB51・52

などと揃うことから、平安時代前期に属するものと

考えた。 （五十棲孝子）

SA57 調査区西側において検出した5間分の柱

列である。柱間は120~180cmの不等間であり、南北

の調査区外に続く可能性もある。柱掘形はやや不整

形になるものもあるが、おおむね直径40~70cmの円

形となる。検出面からの深さは約10~45cmである。

柱列は、SB51・SB52を東西に分かつ位置にある。

SA51の西側桁行までは85cmを測り、 SA52東側桁

-18-



 行まではI.Imとなる。これら相互の位置関係から、
SA51あるいはSA52に付随する柱列であることが

考えられる。また、柱列の方向がほぼ南北になるこ

とから、 SA57と同様の方位のSB48・51・52・55

は一連の併存する遺構と考えたい。 （水谷隆広）

S K59 調査区中央部やや西寄りで検出した柱穴

状の土坑であるが、建物としてはまとまらなかった。

直径30~40cmの楕円形を呈し、深さは20cmで安定し

ており、中央の柱穴から粗製椀が底から15cm程浮き

上がった状態で出土した。土器はほぼ完形で正立状

態であることから埋納であると考えられる。

（小倉整）

S Z 1 9 調査区の中央西側で遺物群を検出した。

検出当初、 SD4・10・12は異なる遺構として扱った

が、精査後にこれら遺構群は連続する一連の自然流

路と判断したので、ここで一括して述べることとす

る。 SDIOは調査区北壁より発し、南方に下った地

点で東に向きを変える。同様に南方に下がるSD12

と合流し、幅を狭めた後にSD4として南東に緩い弧

を描きつつ消滅する。検出した遺構からの深さは 5

~20cmで、北壁から南東端に至る高低差は55cmほど

になる。 SDlOとSD12の合流域で、小石から人頭

大ほどの礫石とともに多数の遺物を検出した。ほぼ

流路に沿って位置し、南東に下るにしたがい疎とな

る。遺物群は土師器・須恵器・黒色土器・緑釉陶

器・灰釉陶器・土錘などであるが、残存度は低く、

ほとんどは小片であった。その多くは土師器で、器

種は杯や皿が多数を占める。なお、礫石群は特に人

為的に配された様相を呈しない。削平によって遺構

本来の形状を如実に表していないと思われものの、

流路のよどみに礫石とともに破損した器物が投棄さ

れた可能性が考えられる。

SD 22 調査区中央西寄りで検出した幅がlmほ

どの溝である。調査区南壁から北東に約3.5mの地点

で消滅する。約5~15cmの深さを測るが、舌状を呈

する平面形から、削平により遺構本来の形態をとど

めていない可能性が高い。 （水谷隆広）

A
 

B
 

1
4
7
.
2
m
 

第13図 S Z 19遺物出土状況図 (1: 40) 

゜
2m 

5 平安時代後期の遺構

掘立柱建物 1棟と墓と考えられる土坑2基を検出

した。その他、 SK14とSD23も同時期の遺構と考

えられるのでここで述べておく。

SK14は、調査区東寄りで検出された不定形な土

坑であってその性格は不明である。黒色土器A類椀

が出土している。 SD23は、調査区中央部南端で検

出された。黒色土器B類が出土しているが、小片の

ためにその器種は不明である。
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 調査区中央部東寄りで検出した掘立柱建

物で、 3間X2間の南北棟 (Nl2°E)と考えられる。

SB 47 

しかし、桁行柱間が南からl.8m+l.8m+ 1.95mと不

揃いで、柱通りもわるく、掘形・深さも一様ではな

いため建物とするには疑問も多い。ただ多数のピッ

トから複数もしくは単数の石が検出され、その状況

から根巻き石と考えられることや梁行柱間がほぼ

2.4mの等間であることから建物の可能性を指摘して

おく。その場合、柱穴からの出士遺物は黒色士器A

類などがあるが、建物全体の形状からこの時期に取

り扱うこととした。

調査区中央部東寄りの南壁に接する位置

で検出した、南北200cm東西60-70cmの長方形を呈

SK7 

し、深さは20cm程の土坑である。北端に直径15~20

cmの楕円形を星した5cm程度の落ち込みが見られる

が、状況から見て別遺構が切りあっているものと考

えられる。土坑底から北側東壁に沿うように土師器

皿 (122)と瓦器皿 (123)それぞれ1点が正立状態で

並んで出土した。土器は双方ともほぼ完形で、埋納

されたものと考えられる。土坑の形や土器出土状況か

ら中世墓と推定され、南北方向に200cmもの大きさ

を持つことから伸展葬の可能性が高い。土器が土坑

底から浮いた状態で出土していることから、木棺上

に土器を埋納したと推定される。

S K58 SK27調査中、完形の粗製椀出土位置か

ら 50~60cmほど南の調査区南壁に沿って2点の土器

が出土した。台付き皿 (127)と黒色土器A類(126)が

それぞれ1点ずつ正立状態での検出であった。この2

点が前出のSK27出土の椀からかなりの時期差を持

った土器であり、かつ検出レベルがSK27の底から

30cm近くも上面であることから、 SK27内部に別遺構

が切りあって存在していた可能性が考えられる。検

出時、台付き皿の出土状況が埋納された様相を呈し

ていたことから精査を重ねたが埋土が酷似していた

ため重複関係を確認できなかった。ただ以上の状況

を鑑みてこの時期の土坑SK58が存在すると仮定

SK59 

A
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第14図 SK 59・SK 7・SK 27・SK 58 
遺物出土状況図 (1: 4 0) 

した。 （小倉 整）
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w 遺物

遺物編の構成は、まず遺物を遺構出土遺物と包含

層出土遺物とに分類し、つぎに遺構出土遺物のうち

一括性の高いSZ19出土遺物を除いたものを時代別

に記述した。時代区分は古墳時代初頭、飛鳥～奈良

時代、平安時代前期、平安時代後期の4時代とした。

これは、遺物によって時期決定された遺構の時代区

分と対応する。

1 古墳時代初頭の遺物（第15~19図）

古墳時代の遺物は、ほとんどすべてが環濠SD21

出土であり、 1点の石包Tを除いてすべて古式土師

器である。遺物量も既富で残存度も高いため良好な

資料と言える。

A S D21出土遺物（第15~19図）

壺 (1~10) 1~11は壺で、 1~3と5~7は

加飾されている。 9~11は壺の底部である。

1は二重口縁壺で、口縁端部には等間隔に竹管文

を施した円形浮文が貼付されている。外面に、同一

原体と見られる板状工具によって直線文と波状文・

刺突文が頸部から施され、頸部には突帯が巡る。 2

の口縁部には、波状文の上に竹管文を施した円形浮

文が3個5対貼付されている。頸部には刺突が施さ

れている。 3は頸部に突帯が貼り付けられ、以下に

は櫛描横線文が施される。 4は、内外全面にハケメ

を残す。体部外面のハケメは深く、体部内面はハケ

メの後にヘラケズリされている。 5は口縁端面に櫛

描横線文が巡り、頸部に櫛描横線文、体上部に波状

文が施される。 6・7は、頸部に突帯が貼付された

後に刻目が施される。 6は、体上部上半に櫛描横線

文と連孤状の波状線文や櫛描横線文が施文され、さ

らに刺突列がなされている。 8は口縁の内弯するい

わゆる瓢壺で、頸部に刻目のある突帯が巡る。 9~11

は壺底部であるが、摩滅が激しく調整は不明確であ

る。 11にのみ、外面ハケメと内面のエ具によるナデ

が確認できる。

高坪(12~19・25~30) 12の杯部内面は、横方

向と縦方向のヘラミガキで仕上げられている。脚部

には3方向の円形透孔が1段見られ、縦方向のヘラ

ミガキを残す。 13は脚部が大きく外弯して、杯部上

半分が欠損するが、脚部内面を除いていずれも縦方

向のヘラミガキで仕上げられ、脚柱状部に櫛描横線
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文を施す。 14は脚部にわずかに柱状部分の名残をと

どめ、杯部も緩やかな膨らみを残している。 15は直

線的な器形を呈し、短脚で加飾も見られない。脚部

内面を除いて、全面縦方向のヘラミガキで仕上げら

れている。

16~19は杯部のみ残存である。 16~18は、内外面

ともに縦方向のヘラミガキで仕上げられている。 19

のみ摩滅が激しく、調整不明確ながら口縁部外面に

ハケメの痕跡が見られる。

2 5~30は高杯脚部で、いずれも3方向透孔があり、

25のみ2段、他は1段である。 26・28には柱状部に櫛

目があり、外面ヘラミガキで仕上げられている。 29

も器形的には前2点に近いが、柱状部に櫛目はなく、

外面はハケ調整の後にヘラミガキされている。 30は

小型で直線的な短脚で、摩滅が激しく調整は不明確

であった。

器台(20~24) 20~23は3方向に透孔があり、

20~22は外面が縦方向のヘラミガキで仕上げられて

いる。 23は脚部が欠損していて、内外面ともハケ調

整されていた。 24は脚部で内外面にハケメを残す。

他の個体と異なり透孔はなく、直線的な脚である。

「＜」字状口縁甕(31~43) 31~40は「く」の

字状に口縁が外反する甕である。 40はタタキ甕、 41

~43は壺とも考えられるが甕とした。

31は比較的大型で、体部外面ハケメ、体部内面は

上半が未調整で下半がハケメ、他はナデ調整である。

32も比較的大型で、体部最大径が体部中央よりやや

下よりにあるために下膨れの器形で、33や40に近い。

調整は31と同様に、体部外面と体部内面下半分にハ

ケメ、他はナデ調整であるが、頸部内面にもハケメ

が残る。 33は体部内外面ともハケメで、頸部内面に

もハケメ、他はナデである。 34は外面をハケメの後、
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第15図 SD21 出土遺物実測図 (1: 4) 

体部に二股工具による沈線が縦方向に施されている。

内面は頸部にハケメ、他は未調整となっている。

3 5~39の甕は、いずれも体部外面にハケメ、内面

は未調整であるが、 36と38には頸部内面にもハケメ、

39は、体部タタキの後ハケ調整を行っている。 40は

体部外面上半をタタキ、下半分を二股工具による沈

線を斜めに施している。頸部から口縁部にかけては

内外面ともハケ調整しているが、体部内面にはケズ

リの痕跡は見られなかった。

41~43は甕としたが壺かもしれない。いずれも口

縁端部が、立ちあがり面を持つ受口口縁に似た要素

を見せる。 3点とも、体部外面はハケメ、体部内面

は未調整である。ただし、 41は、ハケメの後二股工

具による沈線が縦方向に施され、 43には頸部内面に

もハケメがある。 45は口縁端部が外反し、 46は口縁

端部が内傾する。 48は体部・底部外面をハケ調整し、

他はナデで仕上げられている。摩滅が激しく調整は

不明確ながら完形であった。 53は、頸部に横線文と

刺突文を施す。体部外面はヘラミガキで仕上げる。

受口状口縁甕(49・57~73) 5 7~63は口縁部断

面が比較的しつかりとした受口状口縁を呈し、体部

外面ハケメ内面未調整他はナデによる仕上げとなっ

ている。 61の外面にはハケ調整の前にタタキが施さ

れている。 64は小型であり、口縁部の内外面がハケ

調整で仕上げられている。 49・65~69は加飾されて

いる。 49は受口口縁で、体部に突帯が貼付された後、

指圧されている。体部外面には、ハケ調整の後に3

段の斜行沈線が、綾杉文状に施されている。 65は小

型で、口縁部内面の受口の立ち上がりがやや緩やか

である。外面はハケ調整の後、体部上半に斜行沈線

が1段・沈線1条・波状文・横線文と施文されてい

る。 66も同様に外面ハケ調整の後、体部上半に斜行
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沈線、横線文、波状文が施されている。 67は、頸部

外面から口縁部にかけて刺突が施され、体上部には

櫛描横線文が巡り、さらに同一原体によると思われ

る刺突文が施されている。口縁部内面にはハケメも

認められる。 68・69も、外面ハケ調整の後、 67と同様

に口縁部外面に刺突、体部には櫛描横線文、さらに

刺突が施される。しかし、 67の体部の刺突単位は短

く、 68・69は長い。 70は、頸部に突帯が貼付された後

に指で押圧されている。 71・72は口縁部の受けが不明

瞭であり、いずれも外面ハケ調整であるが、 71は内

面未調整、 72は内面下半を板状工具で調整している。

73は摩滅により不明瞭であるが、口縁部外面に板状

工具による刺突痕がある。体部外面はハケメ、体部

内面は未調整で、底部内面はナデとなっている。

手焙形土器 (52) 5 2は、低い受□口縁を持つ鉢

に覆部を付加している。口縁部・体部・底部外面は

ハケによって施文され、口縁部と体部には貼付突帯

が巡る。

甕底部(74・75) 75は残存状況がよくないが、

74は体部外面タタキ、底部外面ハケメである。

鉢(54・55) 54は「逆八の字」状に開く形状の

小型の鉢で、内外面はヘラミガキで仕上げられ、内

面には赤色顔料が付着していた。

55は小型有孔鉢で、体部外面をハケメ、底部外面

をヘラケズリする。底部は焼成前に外側から穿孔さ

れた後に粘土を追加して埋め、径を整えている。

石包丁(56) 56は石包丁で、残存部の全長は9.1

cmを測る。背部が孤を描き、刃部が直線の半月形を

呈する。残存部に孔が認められるが、欠損のため孔

の個数は不明である。 （小倉整）

2 飛鳥から奈良時代前半の遺物（第20・21図）

量的にはそれほど多くはないが、井戸、竪穴住居

から、比較的まとまって出土している。

A SE 38出土遺物（第20図）

76~78は、高台をもつ須恵器であるが、 76は広D

壺で、口縁部がS字に屈曲し、内面には炭、あるい

は漆かと思われるものが付着している。 77の高台径

は、底部径よりもやや内側に付くが、 78の高台径は

底部径に近い。

B SE 35出土遺物（第20図）

79は土師器の杯、 80は土師器の甕、 81は須恵器の

甕である。 79は、外面をヘラミガキ、内面に斜放射

暗文1段とラセン暗文を施し、底部外面をヘラケズ

リする。 80は、口縁部片と底部片を同一個体と考え、

球形の器形をもつ甕とした。残存が悪く摩滅も激し

いが、調整は、体部外面下半をヘラケズリ、他をハ

ケメである。 81は、体部外面上部をカキメで、その

下方を格子風のタタキの後カキメである。内面のあ

て具痕や指による押圧痕は、雑にナデ消される。

C SH2出土遺物（第20図）

82・83は、小型の土師器の甕で、外面下半をヘラケ

ズリ、他をナデで調整している。 82の外面上半には、

ハケメや指による押圧の痕跡が残る。

D SH 43出土遺物（第20図）

84は土師器の椀、 85は須恵器の杯、 86・87は土師

-27-

器の長胴甕である。 86・87は、内弯気味の口縁部をも

ち、体部外面下半をヘラケズリ、他をハケで調整す

る。 87には、体部から口縁部の屈曲部外面に棒状工

具による強いヨコナデがみられる。

E S K27出土遺物（第21図）

88と89は、粗製の土師器の椀である。 89の口縁部

には黒斑がつく。

F SH 31出土遺物（第21図）

90・91は土師器の椀である。 92は土師器の甕、 93

は須恵器の蓄である。 90・91はどちらも直立する口

縁をもち、体部外面には指圧痕を残す。 91の底部外面

にはヘラケズリが確認できる。 92は、体部から口縁

部の屈曲が比較的緩い。 93は、口縁端部が強く外方

に開曲し、天井部外面一部をロクロケズリする。

G S K32出土遺物（第21図）

94は、土師器の短脚の高杯である。柱状部は9面

に面取りされる。

H SH 9出土遺物（第21図）

95は、宝珠つまみが付く須恵器の杯蓄である。つ

まみは扁平である。

I SH 29出土遺物（第21図）

96は、精製の土師器の杯で、口縁部内面に放射暗

文を 1段残す。
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J S K59出土遺物（第21図）

97は土師器の椀である。調整は外面をナデ、内面

を工具ナデとしたが、底部外面のナデは弱く、口縁

部外面下方には指押さえ痕も明瞭で粘土接合痕もみ

られる。

K SB 49出土遺物（第20図）

98は須恵器の杯である。外面にロクロケズリによ

る調整は見られず、口縁部は非常に強いロクロナデ

を施し、端部は外反する。

L SD 13出土遺物（第20図）

99は須恵器の杯である。内弯する口縁部をもち、

底部外面は未調整のままである。

3 平安時代前期の遺物（第21図）

後述するSZ19出土遺物も時代的にはここに含ま

れるが、それを除くと、量的にはそれほど多くはない。

A SD 10出土遺物（第21図）

100は土師器の杯、 104は皿、 101~103は須恵器の

杯、 105は灰釉陶器の椀である。 101~103は、高台が

底部のやや内側に貼付され、これらはやや古相を示

すことから混入と考えられる。 103は、底部に厚みを

もつ。 105は、底部のみの残存のため、釉は内面一部

に確認できるにとどまるが，刷毛塗りと思われる。

比較的高い高台を貼り付け、左回転のロクロによる

調整である。

B SB 54出土遺物（第21図）

106・107は土師器の杯、 108~110は黒色土器の

椀である。これらは、柱穴内に埋納されたものと考えら

れ、一括性が高い。 106は、口縁部外面上半のナデが

比較的強い。 107は、口縁端部外面に一条の弱い沈線

がみられる。 108はB類であるが、 109・110はA類で、

D縁端部内面に 1条の沈線を施す。

C SD 12出土遺物（第21図）

111・112は土師器の皿、 113は黒色土器の杯、

114と115は土錘である。 111・112は残存が悪い

ものの、平らな底部から直線的に外方へ立ち上がる口

縁部をもち、器高は低いが大型のものである。113は、摩

滅が激しく調整は不明確であるが、 A類の杯である。

D S D22出土遺物（第21図）

図示できたものは 116のみで、紡錘形の土錘であ

り、直さは 3.9g、孔の径は 4mmである。

E S B48出土遺物（第21図）

図示できたのは 117のみである。須恵器の甕で、

口縁端部が肥厚せずに大きく外反しする。

F SB 52出土遺物（第21図）

土師器の椀 (118)と皿 (119)である。 118は、器

高の低い椀と考えたが、小片からの復元のため、もう

少し器高が高い可能性がある。口縁部は内弯し、弱

ぃョコナデで調整する。外面に粘土紐接合痕が残る。

G SB 51出土遺物（第21図）

土師器の杯 (120・121)である。 120は大型のもので、

強いヨコナデが施された口縁端部は屈曲し、外面は

凹線状になる。口縁部内面には、斜放射暗文が1段

施されるが、乾燥が不十分であったためか、沈線状

を呈する。 121は底部を欠くが、高台を貼り付ける可

能性がある。

4 平安時代後期の遺物（第21図）

士坑から出土した6点のみを図示できた。 の沈線の位置などから11世後葉から12世紀初頭のも

A SK7出土遺物（第21図） のと考えられる。 125は、沈線の位置が山田編年案 I

土師器の皿(122)と瓦器の皿(123)である。 122

は、小さな底部から内弯して立ち上がる口縁部をも

ち、椀にちかい器体を呈する。 123は、伊賀の瓦器山

田編年案（註1)のI段階にあたると見られるが、摩

滅が激しく内面にヘラミガキを確認できなかった。

B SK 14出土遺物（第21図）

瓦器の椀(124・125)である。両者とも内弯する口縁

部をもつ。 124は、器形・器壁の厚さや口縁端部内面

-30-

段階の特徴をもつものの、摩滅が激しく内外面にヘ

ラミガキは確認できなかった。かろうじて口縁端部

内面に沈線の痕跡が残る。

C SK58出土遺物（第21図）

126は黒色土器のA類椀、 127は土師器の皿である。

126は「く」の字に屈曲する口縁部をもつ。 127は、

高い高台を貼り付ける台付1II1で、口縁端部は内側に

折り返される。



5 S Z 19出土遺物（第22図）

土師器は、杯 (128~156)・皿 (157~168)と甕

(171~177)壺 (178・179)、黒色土器は杯 (180~

183・186)・椀(184・185)と皿(187)、須恵器は、

蓋(188~190)・杯 (191)・甕 (192)、灰釉陶

器は椀 (193~195)が出土している。自然流路の

よどみに礫石とともに破損したものが投棄された可

能性があり、小片や残存が悪いものが多い。

〈土師器〉 （第22図）
杯 (128~156) 残存が悪く、口径、器高に疑問

を残すものもあるが、口径にはそれほど明確な差は

みられない。器高もすべて2.lcm~3.lcmの間と思われ

る。口縁部は、外方へ直線的に立ち上がるものが多

いが、底部から内弯して立ち上がりそのまま丸く収め

るもの (131・144)や、やや外反するもの (129)

もある。口縁の端部は、強いヨコナデのため内面に沈

線状の凹線の残るもの (128・130・132・134~136・ 

138・139・141~ 143・146)が多い。ほとんどのもの

は底部外面が未調整で他をナデるが、ナデのみのも

の(129・135・138・141・146・150・152)や底部外面

をヘラケズリして他をナデのもの (137・148・153)

もある。ただ摩滅が激しく、観察にも疑問が残る。

皿 (157~168) 口縁部が内弯するもの(158・161・

162・164)、直線的に外方へ立ち上がるもの(160・

162・167・168)、外反するもの(157・166)がある。

163・165は、強いヨコナデのため口縁端部内面に沈

線状の凹線をのこす。底部外面は未調整、他をナデ

のものが大半を占めるが、ナデのみのもの(157・161)

や、底部外面をヘラケズリするもの(162)もある。

高杯 (169・170) 169は高杯の杯部としたが、

残存が悪いため皿の可能性もある。 170は短脚の高

杯で、筒部外面をハケ状のエ具により8面に面取りする。

甕 (171~177) 171~175は、体部から「く」字

に屈曲する口縁部をもち、 172~174の口縁端部外面

には強いヨコナデが見られる。 176・177の口縁部は大

きく外反する。 173は、口縁部作成後に内面に粘土を

充填して器壁の厚さを確保している。 175は体部内外

面を板状工具によるナデで調整するが、 172も体部の

調整にエ具を用いているのかもしれない。

壺 (178・179) ともに残存が悪く、全体の形体

は不明確である。 179は、底部外面をヘラケズリする。

〈黒色土器〉 （第22図）
杯 (180~183・186) すべてA類で外面未調整、

内面をヘラミガキで調整する。ただ 180は、摩耗のた

め非常に不明瞭ではあるが、口縁部内面にラセン暗

文がみられる。また、 181・182のヘラミガキは雑で、

183は摩滅のためヘラミガキの有無も不明である。

椀 (184・185) 両者ともにA類である。 184は比

較的高い高台を持つ。摩滅が激しいものの、内面は

ヘラミガキ、外面は未調整と思われる。 185も高台を

貼り付ける大型の椀であると考えた。外面は未調整

で内面をヘラミガキであるが、ヘラミガキはD縁部

外面上半にも及ぶかもしれない。

皿 (187) A類の皿で高台を貼り付ける。

〈須恵器〉 （第22医）
蓋 (188~190) すべて口縁端部にかえりはなく

屈曲し、 188と189の天井部は比較的平らである。 190

の口縁部には自然釉がかかり、製作時に別個体を重

ねたためか内外面に癒着物が残る。

杯 (191) 直線的に外方へ立ち上がる口縁部を

もつ器高の高い杯である。

甕 (192) 口縁部を肥厚させており、端面にも

ロクロナデを施している。

〈灰釉陶器〉 （第22図）
椀 (193~195) 193・194は口縁部が内弯し、そ

の端部は外反する。底部が残存する 195は外面をロク

ロケズリし、やや内弯する比較的高い高台を貼り付

ける。すべて釉は刷毛塗りである。

6 包含層出土遺物（第23図）

〈土師器〉 （第23圏） えられる。口縁端部外面に刺突文を施す。

壺 (196) 口径12.0cmの小型の壺で、摩耗が激し

く調整は不明確であるが、あるいは弥生土器かと考

-31-

椀 (197・198) 197は粗製で、外面には粘土接合

痕が残る。
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杯 (199~203・205) 199と203は、口径はかなり

異なるが、どちらも口縁部は直線的に大きく外方へ

立ち上がる。 200は口縁部が厚みをもち、底部から屈

曲して立ち上がる。 201は、底部内面に棒状工具によ

る弱いラセン状の沈線がみられる。 200・205の口縁端

部内面は、強いヨコナデで仕上げられたため沈線状

の凹線が残る。

皿 (204・206~208) 204は口縁端部が外反し、

口縁部内面に放射暗文を施す。 206は底部外面を未

調整であるが、一部にヘラケズリがみられる。 208は、

強いヨコナデのために口縁端部の内面が凹線状にな

る。また、摩滅のために暗文の有無は不明であるが、

底部内面にヘラ状工具による掻き取るような痕跡が

みられる。

高杯 (209) 脚部のみの残存で、全形は不明で

ある。脚部は屈曲気味に外反し、柱状部内面を未調

整とエ具によるナデ、柱状部外面を面取り風にヘラ

ケズリする。

〈黒色土器〉 （第23図）

杯 (210~212) すべてA類である。 210と211の

口径はかなり異なるが、どちらも底部からほぽ直線

的に外方へ立ち上がる口縁部をもつ。 212は、口縁端

部外面に 1条の沈線を施す。

椀 (213) 器形の復元はできなかったが、残存

する口縁部片と底部を同一個体と考え、高台を貼り

付ける大型のA類の椀とした。摩滅が激しくて調整

は不明確であるが、口縁部は直線的に外方へ立ち上

がり、口縁端部はやや外反する。

〈瓦器〉 （第23図）

椀 (214・215) ともに高台を貼り付ける、半球

形の形体を呈する椀である。摩耗が激しいが、調整

はどちらもヘラミガキとした。 214は口縁端部内面に

沈線がのこり、底部内面には摩滅により判然としな

いが、ジグザグ状のヘラミガキを施す。山田編年案

I段階のものと思われるが底部のヘラミガキがらせ

ん暗文であるとすると 1I段階の可能性もある。外面

のヘラミガキは確認できなかった。 215の口縁部外面

には指押さえ痕もみられる。

〈須恵器〉 （第23図）

蓋 (216~219) いずれも宝珠つまみが付くもの

としたが細部の形態や口径は様々である。 216~218
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は口縁部内面にかえりを持ち、 219はかえりが消失す

る。かえりを持つもののうち 216と217は小型、 218は

大型である。天井部は、 219では欠損もみられるが、

216・218は平らで、 217・219は丸みをもっ。すべてに

付くとしたつまみは、 216・217のものは高さをもち、

218・219は扁平なものと考えた。調整は、すべて天井

部外面をロクロケズリ、他をロクロナデである。 216

は、かえり部分のみに自然釉がかかる。

杯 (220~223) 220のみ受部をもち、 221は、ロ

縁端部内面に1条の沈線を施す。また、 223のみ高台

を貼り付ける。調整は、底部外面にロクロケズリす

るもの(220・222)と未調整のもの(221・223)がある。

高杯 (224) 全体の形体は不明であるが、わず

かに残る杯部外面をロクロケズリ、他をロクロナデ

する。

壺 (225・226) どちらも欠損が多く、全形は不

明である。 225は双耳壺で、頸部は体部から直立気味

に立ち上がり、口縁部は外反する。ロクロナデで調

整するが、肩上部外面左右には環状の把手を貼り付

けた後にヘラ状工具により沈線を1条巡らせる。 226

は長頸壷である。体部が、底部からやや直線的に外

方へ立ち上がり、肩部で深く屈曲して口縁部へとつ

ながっていく。その屈曲部の外面には、 1条の沈線

を施す。屈曲部より下方の体部外面は、タタキの後

にロクロナデで調整する。

甕 (227) 体部を欠損し、全体の形体は不明確

である。外方へ開く口縁部外面には沈線が2条と雑

な櫛描波状文が交互に2条巡る。焼成前にヘラ描さ

れた文字みられる。この文字については。次章で詳

しく述べる。

〈緑釉陶器〉 （第23図）

椀 (228・229) 228は、摩滅が激しく釉も大半が

剥落しているが、蛇目高台である。 229は、底部内面

に沈線が巡り、トチンの痕跡もみられる。底部外面

には、糸切痕も明瞭である。

〈灰釉陶器〉 （第23図）

椀 (230)

重ね焼きで作成された、比較的高い高台を貼り付

ける椀である。釉は浸けがけされた可能性が高い。

〈土製品〉 （第23図）

土錘 (231・232)



 紡錘状の土錘で重さ4.Sg(231)と4.3g(232)の軽

いものである。

〈陶器〉 （第23図）

播鉢 (233) 残存部は少ないが、内面に 7~9

本の櫛状具による揺目が密にみられ、口縁部内面に

は播目のない無文帯がある。

番号
実禰l
遺構

出土 器種 法量 (cが
調整技法の特徴

番号 位置 器形 ロ径 器高 その他

I 098-1 5D21 BIO 
土師器

30 4 
頚部外面ハケメ

壺 体部外面ハケメ

土師器2 077-1 SD21 BIO 13 5 頚親内外面ヘラミガキ
壺

3 089-3 SD21 D10 
土師器

15 3 体部内面未讚整 他ナデ
壺

土師器
14 3 外面ハケメ 頚蔀内面ハ

4 069-1 SD21 BIO NO g 
壺

ケメ 体部内面ヘラケズ

14 5 リ・ハケメ 他ナデ

土師器5 085-1 SD2l BIO 19 4 ナデ
壺

6 06H SD21 AJO 
土師器 頚抵径 頚部内外面ヘラミガキ

-空 6 0 体蔀内面ヘラケズ）

7 088-2 5D21 BIO 
土師器

14 3 
頚部・体部外面ハケメ

壺 頚部内面ヘラミ Iiキか？

土師器
8 091-3 SD21 BIO 11 2 ナデ

壺

9 072-2 SD21 BlO 
土師器 底蔀径

不明
壺 0 - -0 

10 079-2 S02! BlO NO 15 
土師器 底部径

不明
壺 2 7 

11 094-1 SDZI B10 
土師器 底部径 外面ハケメ 内面工具ナ

壺 4 8 デ他ァデ

12 068-! SD21 AIO NO 6 
土師器

2 4 16 8 
11111部径
内外面ヘラミガキ

高杯 11 4 

土師器 脚部径 脚部内面ハケメ 他ヘラ
13 096-3 SD21 B10 

高杯 14 2 ミガキ

14 080~! SD21 B10 10 8 
土師器

21 8 19 3 
脚都径 外面ヘラミガキ 脚部内

高杯 13 2 面工具ナデ

15 064-1 SD2I BIO NO g 
土師器

20 8 17 2 
脚部径 脚部内面／＼ケメ 他ヘラ

高杯 10 I ミガキ

16 085-2 SD21 BlO 
土師器

24 0 杯部内外面ヘラミガキ
高杯

17 099-1 SD21 B10 NO p 
土illi器

23 4 杯蔀内外面ヘラミガキ
高杯

土緬器
22.8 

杯部内外面ヘラミガキ
18 103-1 SD21 BIO 

高杯
23.8 

か？

19 057-1 SD2I BIO 土師器 24 4 
ラミガキ

高杯

20 082-Z S021 BIO NO. e 

, 十ヤ●.,● ..  ●●台合● ● 

14.4 11.4 
外面ヘラミガキ 騨部内

面工具ナデ

21 079-1 SDZI CIO NO 4 16.0 外面ヘラミガキ

22 082-1 SD21 BlO NO n l6 5 12.8 
外面ヘラミガキ脚籐内

面ハケメか

23 094-3 SD21 BIO 
土師器

17 3 内外面ハケメ 他ナデ
器台

24 067-2 SD21 BIO NO. f 
土緬器 脚部径

内外面ハケメ 他ナデ
器台 12.3 

25 096-2 SD21 BIO NO. II 
土師器 脚部径

外面ヘラミガキ 他ナデ
高杯 13. 9 

26 102-2 SD21 BIO 土師器 脚部径 脚部外面ヘラミガキ他

高杯 IZ.5 ナデ

表 1~6 出土遺物観察表

〈石製品〉 （第23図）

234は用途不明の石製品である。中央部に半球型に

剖り抜かれた加工の痕が見られる。

（野田有美・小倉整）

［註］
(1)山田猛『伊賀の瓦器に関する若干の考察」中世土器の基礎

研究II1986 

色誤 胎土 焼成 残存度 備 考

ロ縁郵外面浮文ハり付後竹管文

赤褐(25YR4/6) 
2~4mm砂粒

良
ロ縁部1/2残 指押圧施文 体部外面クンガキ横

含む 底部欠損 線文波状文刺突文同一原体｝こ

よる施文

ロ縁部外面浮文ハ＇）付後竹管文 3
橙 (iYRB/8) 砂粒含む 良 体蔀欠損 つまとまって X4 波状文 頚部

外面剌突一条

にぷい黄橙(IOlR7:4)
2~4四砂粒

良
ロ縁部1/6残 体部外面ハり付突帯 ク／ガキ横

含む 底部欠損 線文 摩滅が激し（調整不明瑳

ロ縁部3/4残
浅黄(26Y7;3) 小石含む 良

底蔀欠損
黒斑あり

IIIllD砂粒含 ロ縁架1/10残
ロ縁蔀外面クノガキ横線文 頚蔀

明赤褐(25YR5/4〉 良 外面クシガキ横線文・波状文 摩
む 底郵欠損

滅が激しく調整不明喧

頚蔀外面突帯ハり付後体部外面こ

赤褐：10R4/4) 小石含む 良
ロ縁部、底部 斜めにヘラて短沈線・クンガキ横

欠損 線文，波状文，剌突文 同一原体

による施文

明赤褐(25YR5/8) 小石含む 良
ロ縁部]/8残 体蔀外面突帯ハ＇）付後料めにヘラ
底部欠損 で短沈線

外赤褐25YR(5/8)内こぷ
ロ縁部・頚部

頚部外面突帯ハ）付後斜めこヘラ
小石含む 良 完形体蔀・底

い黄橙(10YR6/3)
部欠損

で押圧

にぷい橙〈75YR1/3) 
小石砂粒

良 底部のみ完形 摩滅が激し（調整不明
含む

内明赤褐(25YR5/8)外赤
小石含む 良 底部のみ完形 摩滅が激しく講整不明

灰(25YR411) 

浅黄橙(7SYRS/4; 小石含む 良 底邪のみ完形

赤褐〈IOR4/3) 細砂粒含む 良 口縁郵1/2残

ロ縁蔀1/2
脚邪外面上半分クシガキ横線文，

橙 (5YR7/8) 密 良残脚蔀台径
剌突文焼成前穿孔

1/8残

にぶい黄橙IIOYR7/4) 小石含む
良 ロ縁部1/2残 摩滅が激し（調整不明確焼成前
lllll部完形 穿孔

にぶい黄橙(IOlRJ/3) 小石含む
良 ロ縁部1/2残
!llll部完形

焼成前穿孔

灰白((25Y8心） 密
良 ロ縁部1/2脚
部欠損

にぶい黄橙(IOYR7/4) 砂粒含む
良 ロ縁部1/2残
脚部欠損

ロ縁部1/3残
明赤褐(2.5YR5/6) 砂粒含む 良 摩減が議しく調整不明纏

騨部欠損

赤褐(IOR5/4) 砂粒含む 良
ロ縁部1/4残

摩減が瀧しく調菫不明竃
11111部欠損

明赤褐(25YR3/6) 小石含む 良ほぼ完形 饒成前穿孔

赤撮(5YR4/6) 小石含む
良 ロ縁部ほぼ完 摩減が盪しく調整不明竃饒成直

形脚鄭欠損 穿孔

濠黄(2.5Y8/4) 密
良 ロ縁藻1/2残
騨ll11欠損

焼成前穿孔

赤褐(2.5YR4/6) 小石含む
良 ロ縁韻I/親良
騨鐸欠損

焼成前穿孔

にぶい黄橙UOYR6/3) 砂粒含む
良 ロ縁墓欠損騨

部完形

赤禰(Z5YR4/6) 小石含む
良 杯部欠損11111部
ほぼ完形

焼前穿孔

浅黄橙(IOYR8/3) 密 良 杯ほ部ぼ欠完損形騨部
騨繹外面上半クシガキ横縁文 9 
成前穿孔
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書号
実澗
遺構

出土 器種 法量 (cal
調整技法の特徴 色調 胎土 焼成 残存度 傭 考

書号 位置 器形 ロ径 馨高 その他

27 092-2 SD21 810 土師器 脚部径
外面ヘラミガキか？ 灰貨(25Y6/2) 小石含む 良

杯部欠損脚部 摩穿減孔が激しく調整不明罐 焼成前
高杯 II 2 径1/財良 黒斑あり

土師器 脚部径 騨部外面ヘラミガキ 他 杯部欠損脚部
脚部外面上半クシガキ横線文 摩

28 086-Z SD21 C!O NO. 6 
高杯 IO 8 ナデ

赤(IORS/6) 砂粒含む 良
径1/2残

減が激しく調整不明嘩焼成前穿

孔

土師器
脚幕径 舅ガ部キ外面脚部ハケメ→ヘラミ 杯部欠損脚部29 102-1 SD21 B10 NO. r 

高杯
11.0~ 内面ハケメ 赤褐(25YR4/6) 小石含む 良

径3/4残
焼成前穿孔

II. 5 他ナデ

30 089-1 SD21 810 土師器 脚部径
ナデ にぶい赤褐(5YR5/4) 極鯛砂含む 良

杯部欠損111部 摩穿減孔が激しく調整不明纏 焼成前
高杯 JO 2 径1/4残

土師器 底部径 体面部上外半面分未Iヽケメ 体部内 ロ縁部l/2残31 069-1 SD21 BIO N0.12 
甕
19.8 33.3 

4.4 
調整下半分 赤褐(IOR4/4) 小石含む 良

体部ほぽ完形ハケメ 他ナデ

土輝器 底部径 体面部上外半面分ハ未調ケメ 体謡内
ロ縁部3/4残

32 063-1 SD21 BIO NO. 9 19.6 33.8 整下半分 浅黄(25Y7/3) 小石含む 良 底部径l/2欠
甕 5.0 

ハケメ 他ナデ 損

33 065-1 SD21 BIO NO e 土緬器 15.2 体部内外面ハケメ 頚部
浅黄(25Y7/3) 小石含む 良

ロ縁部ほぼ完
甕 内面Jヽ ケメ 他ナデ 形底部欠損

34 084-1 SD21 BIO NO.p 
土師器

14.2 
外面ハケメ 頚部内面ハ

にぶい黄橙(IOYR7/3) 小石含む 良
tl縁部l/4残 二股工具による短沈線 内面摩滅

甕 ケメ 底部欠損 が激しく調整不明罐

35 09I-l SD21 C!O 土師器
20.0 体整部他外ナ面デハケメ内面未調 明赤褐(5YR5/6) 小石含む 良

ロ縁部l/6残
甕 底部欠損

土師器
体部外Ill[,ヽケメ 頚部内

n縁部1/祝良36 092-1 SD21 CIO 18.2 面ハケメ 体部内面未 浅黄(25Y7/3) 小石含む 良
甕

調蔓他ナデ
底部欠損

37 095-2 SD21 B10 土師器
16.2 体部外面ハケメ内面未調

赤褐(25YR4/3) 小石含む 良
ロ縁部1/5残

甕 整他ナデ 底部欠損

土師器
体部外面ハケメ 頚部内

ロ縁部ほぽ完38 077-2 SD21 B!O NO 17 13.6 面ハケメ 体部内面未 暗赤褐(2.5YR3/6) 砂粒含む 良
甕

調蔓他ナデ
形底部欠損

39 072-1 SD21 B10 土師器 15.0 体部外面タタキの後ハケ
赤褐(2.5YR4/8) 砂粒含む 良

ロ縁部1/4残
甕 メ 内面未調整他ナデ 底部欠損

土師器 底部径
体部外面上半分タタキ

40 062-1 SD21 ClO NO 3 
甕
14.0 汲i.O

5.0 
下半分二股工具による調 にぶい黄橙(IOYR7/3) 極織砂含む 良 ロ縁部3/4残 内面摩減が激しく調整不明確
璽頚部内外面ハケメ

41 078-1 SD21 BIO NO 14 
±llli器

16.0 外面ハケメ内面未調璽他
にぶい黄橙(IOYR7/4) 砂粒含む 良

ロ縁部1/5残 二股工具による短沈線 内面摩滅
甕 ナデ 底部欠損 が檄しく調整不明纏

42 088-1 SD21 BlO NO h 士緬器 17.4 
体部外面Iヽ ケメ内面未調

にぶい黄橙(IOYR7/4) 小石含む 良
ロ縁部l/2残

甕 璽他ナデ 底部欠損

士緬器
18.4 

体部外面ハケメ 頚部内 ロ縁部ほぽ完43 070-1 SDZI BIO NO 18 浅黄(2.5Y7/3) 小石含む 良
甕
18.6 

面ハケメ 他ナデ 形底部欠損

44 097-Z SD21 BIO NO II 土師器 15.8 
体部外面ハケメ内面未調

赤褐(2,5YR4/6) 小石含む
良 ロ縁部2/5残

甕 璽他ナデ 底部欠損

45 067-1 SD21 BIO NO 13 土緬器 15.6 ナデ
外：赤橙(2.5YR7/3)内：オ

砂粒含む 良 ロ縁部3/4残
摩減が諏しく調整不明罐甕 リープ黒(5Y3/Z) 底部欠損

46 093-1 SDZI CID 土緬器
13.6 体部外面ハケメ 他ナデ 明赤襴(25YR5/6) 小石含む 良

ロ縁部5/6残
甕 底部欠損

47 066-1 SD21 CID NO 2 
土緬器 13~ 

ナデ にぶい橙(5YR7/4) 小石含む 良
ロ縁部完形底

摩減が激しく調整不明確
甕 13.6 部欠損

48 083-1 SD21 DID NO I 土師器 11 Z 19.4 底部径
体部・底部外面ハケメ

明赤襴(25YR5/6) 小石含む 良 完形 摩減が激しく調整不明確
甕 4 2 他ナデ

49 JOO-I SDZI BIO NO g 
土緬器

14 2 体部外面ハケメ 他ナデ
外：明赤褐(ZSYRS/3)内に

小石含む
良 ロ縁部1/4残 体部外面斜行短沈線方向交互に3

甕 ぶい黄嶋(IOYR5/6) 底部欠損 段施文突帯ハリ付後指押圧施文

50 089-2 SD21 CID NO 5 
士緬器

13 2 ナデ 赤褐(5YR4/6) 砂粒含む
良 ロ縁部l/2残

摩減が盪しく調整不明確
甕 底部欠損

51 073-2 SDZl BIO NO k 
士緬器

9 5 5 Z ナデ 浅黄橙(IOYR8/4) 砂粒含む 良口縁部1/4残 摩減が盪しく調整不明嘩
甕

士師器 底郎径
ロ縁部・体部・底部外面

良 ロ縁部1/2残52 097-1 SDZI BIO 
手焙塑

13.5 
14 9 
ハケメによる施文他ナ 明赤褐(5Y郎/6) 砂粒含む

底部1/4欠損
ロ縁部・体部外面にハリ付突帯

デ

53 086-1 SD21 AIO 土師器 11 3 外面ヘラミガキ 他ナデ 赤褐(25YR4/6) 砂粒含む 良 ロ縁部1/4残
体部外面最上部にヵキメ・刺突ダ

甕 底部欠損

54 091-2 SD21 BIO ±llli器
10 8 底部径

内外面ヘラミガキ
外．にぶい褐(7.5Y郎/3)内：

砂粒含む
良 ロ縁部1/6残

内面に赤色顔料付着鉢 3.3 橙(IOYR5/8) 底部完形

55 094-2 SD21 BIO 土緬器 底部径 体部外面ハケメ底部ヘラ
にぶい橙(75YR7/4) 砂粒含む 良 ロ縁部欠損底 底部焼成前穿孔径ゆがみあり穿孔

鉢 4. 3 ケズ＇） 他ナデ 部完形 後外面粘土を埋めて径調整か

56 084-2 SDZI BIO 石包丁
4 2x 

良9.1 

57 101-1 SDZI BIO NO 14 
士籟i器

15 2 体部外面ハケメ内面未調 外：赤褐(Z5YR4/6)内：灰黄
小石含む

良 ロ縁部3/8残
甕 整他ナデ 褐(IOYR6/2) 底部欠損

58 095-1 SDZI BIO 土師暮
13 4 体部外面ハケメ内面未調

赤揚(2.5YR4/6) 小石含む
良 ロ縁部1/2残 摩減が檄しく調整不明竃

甕 整他ナデ 底郎欠損

59 090-1 5D21 BIO 
土師醤

15 2 体部外面ハケメ内面未調
明赤褐(5YR5/8) 砂粒含む

良 ロ縁部1/4残
甕 整他ナデ 底部欠損

60 058-1 SD21 BIO NO 18 土師馨 13 8 体部外面ハケメ内面未調
にぶい黄橙(IOYR6/4) 小石含む

良 ロ縁部1/2残
甕 整他ナデ 底部欠損

土鰤暑
13 6 

体部外面ハケメ内面未調 良 ロ縁椰完形底61 074-1 S021 BIO NO, ■ 浅黄橙(IOYRB/4) 小石含む
甕 13 8 整他ナデ 部欠損

62 089-4 S021 BIO 
土師藝

15 4 体部外面ハケメ内面未調
浅黄(2.5Y7/3) 小石含む

良 ロ縁部2/5残
甕 整他ナデ 底部欠損

63 076-1 SD21 BIO NO. o 土師馨 14 0 体部外面ハケメ内面未調
浅黄橙(IOYRB/4) 小石含む 良 ロ縁部1/2残

甕 整他ナデ 底部欠損

土輝器
外面ハケメ 蠣部内面ハ

良 ロ縁部1/4残64 096-1 SD21 AIQ II 3 ケメ 内面体部末調整 赤褐(25YR4/6) 砂粒含む
甕

他ナデ 底部欠損

土llli器
II 6 

外：極暗赤褐00R2/2)内赤 良 ロ縁部3/4残 体部外面斜行短沈線・沈線一条・65 073-1 SD21 BIO NO.a 体部外面ハケメ 他ナデ 小石含む
甕 II 8 

褐(IOR4/4) 底那欠損 波状文・沈線二条

66 075-1 SD21 BIO NO. g 土師器 17.3 体部外面ハケメ 他ナデ にぶい黄橙(2.5Y6/4) 小石含む 良 ロ縁部1/4残 外面斜行短沈線・横線2本X3・波
甕 底部欠損 状文 同一原体による篇文か

67 097-3 SD21 AIO NO. 6 土師器 14.5 外面ハケメ 穎部内面ハ
明赤褐(5YR5/6) 砂粒含む

良 ロ縁部1/5残 ロ縁部外面に刺突列 体部外面に
甕 ケメ 他末調整 底部欠損 クシガキ讃線文・剌突列

-36-



番号
実湧I
遺構

出土 器種 法量 (cm)
調整技法の特徴 色調 胎土 焼成 残存度 備 考

番号 位置 器形 ロ径 器高 その他

68 087-1 SD21 BIO NO c 
土師器

16 8 外面ハケメ 内面未調整 にぶい黄橙(JOYR7/4) 小石含む 良
ロ縁部1/2残 ロ縁部外面に剌突列 体部外面に

甕 底部欠損 クシガキ横線文・ 刺突列

69 060-1 SD21 BIO NO 12 
土師器

18 7 体部外面ハケメ 他ナデ 赤褐(IOR4/4) 小石含む 良
ロ縁部完形底 ロ縁部外面に剌突列 体部外面に

甕 部欠損 クシガキ横線文・ 剌突列

70 095~3 SD21 Bl I 
士師器 16 0 

体部外面ハケメ内面未調
にぶい黄橙(IOYR7/4) 小石含む 良

ロ縁部1/4残
突帯ハリ付後指押圧施文

甕 整他ナデ 底部欠損

土師器
15 8 

体部外面ハケメ内面未調 ロ縁部1/3残 摩減が激しく調整不明罐だが頚部
71 090~2 SD21 BIO 

甕 整他ナデ
にぶい橙(75YR7/4) 砂粒含む 良

底部欠損 に剌突あり
17 2 

72 071-1 5D21 AlO NO 6 
土師器

14 6 
体部内外面ともハケメ

灰黄(25Y7/2) 砂粒含む 良
ロ縁部完形底

摩減が激しく調整不明確
甕 他ナデ 部欠損

73 081-1 S021 BIO NO 18 
土師器

13 0 15 4 底部径
体部外面ハケメ内面未調

明赤褐(25YR5/6) 小石含む 良
ロ縁部4/5残

頚部外面板状工具による刺突あり
甕 4 2 整他ナデ 底部完形

土師器 底部径 体部外面タタキ 体部内
外にぶい赤橙(IOR6/4)内

74 073-3 SDZI BIO NO L 灰白(75Y7/2)に灰(IOY4/l)小石含む 良 底部1/4残 黒斑あり
甕 5 0 面未調整他はハケメ

混じる

75 077-3 SD21 BIO NO 14 
土師器 底部径

不明 にぶい赤褐(25Y4/4) 砂粒含む 良 底部のみ完形 摩滅が激しく調整不明
甕 5 I 

須恵器 高台径 底部外面未調整 2皿の砂粒
ハリ付高台 底部内面にエ具痕

76 16 -2 SE38 B12 12 6 5 I 灰 (75Y6/l) 良 ほぼ完形 （ハケメ?)'付着物（炭かウル
杯 6 9 他はロクロナデ 若干含

シか）

77 15 -I SE38 B12 
須恵器

14 0 4 0 
高台径 底部外面未調整

灰 (N6/) 小石含 良 ほぼ完形 ハリ付高台
杯 9 9 他はロクロナデ

78 15 -3 SE38 B12 
須恵器

14 6 3 6 
高台径 底部外面未調整

灰白 (IOY7/) 2mmの砂粒 良 ロ縁部小片 ハリ付高台
杯 10 8 他はロクロナデ 若干含 底部1/4残

土師器
20 4 ロ縁部外面ヘラミガキ・

ロ縁部放射暗文79 19 -2 SE35 A9 
杯

4 5 底部ヘラミガキ、内面に にぶい黄橙 (IOYR7/4) 密 良完形
底部 ラセン暗文20 6 放射暗文・らせん暗文

80 19 -I SE35 A9 
土師器

15 4 
外面下半ヘラケズリか他 外灰オリープ (5Y6/2)

密 良 底ロ縁部片部1/11残 摩滅が激しく調整不明甕 はハケメ 内灰 (75Y6/1) 

81 20 -I SE35 A9 
須恵器

44 9 体部径 体部外面タタキ 他はロ 灰 (N6/)•灰白 (N7/ ) 密 良 ロ縁部小片 体部外面上部にクシガキ横線文

甕 48 3 クロナデ 体部l/4残 体部内面にエ具痕

82 1-3 SH2 Cl9 土師器 11 6 8 6 
外面下半分ヘラケズリ

淡赤橙 (25YR7/4) 小石含
良 口縁部1/4残

体部外面上部に一部ハケメ
甕 他はナデ 底部残存

83 7-1 SH2 CJ8 土師器 外面下半分ヘラケズリ 外灰褐 (75YR6/2) 
小石若干含

良 ロ縁部欠損
甕 他はナデ 内灰黄 (25Y7/2) 底部残存

84 2-1 SH43 C20 
士師器

10 0 2 8 
底部外面未調整

にぶい黄橙 (IOYR7/3) Immの砂粒
良 口縁部1/2残 底部外面に粘土ひも接合痕

皿 他はナデ 含

85 2-2 SH43 C20 
須恵器

JO 0 3 5 底部外面未調整
灰 (N5/) Immの砂粒

良 口縁部1/2残 蓋の可能性もあり
杯 他はロクデナデ 含

86 1-1 SH43 C19 
土師器

26 0 43 5 
外面下半分ヘラケズリ

浅黄橙(IOYRS/4) 密 良 口縁部3/4残
甕 他はハケメ

87 3-1 SH43 C20 
土師器

26 I 
外面下半分ヘラケズリ 外灰白(75YR8/2) 2mmの砂粒

良 口縁部1/3残
甕 他はハケメ 内 にぶい黄褐(IOYR5/3} 含

88 13-3 SK27 D15 
士師器

111 3 8 
外面ヘラケズリ

にぶい黄橙(IOYR7/2) 1~2nmの砂
良 口縁部2/5残

椀 内面ナデ 粒含

89 13 -2 SK27 D15 
土師器

10 0 
4 7- 外面未調整

にぶい黄橙(JOYR7/2) 2皿の砂粒
良完形

ロ縁部に黒斑

椀 4 6 内面ナデ 含 外面に粘土ひも接合痕

90 21-1 SH31 85 
土師器

11 6 3 8 
外面未調整

浅黄橙 (IOYRB/4) やや密 良 口縁部5/6残
椀 内面ナデ

91 22-2 SH3! 86 
土師器

121 4 5 
底部外面ヘラケズリ他は 外灰白 (IOYRB/2)

やや密 良 口縁部1/4残
椀 ナデ（外面一部未調整） 内灰白 (25Y8/2) 

92 21 -4 SH31 86 
土師器

14 0 
外面下半分ヘラケズリ 外灰褐(75YR4/2) 

やや密 良 口縁部1/4残
甕 他はハケメ 内にぶい橙(75YR7/3) 

93 22 -3 SH3! C5 
須恵器

11 0 2 9 
天井部外面未調整＋ロク

灰 (N6/) やや密 良 口縁部1/4残
蓋 ロケズリ他はロクロナデ

94 23 -2 SK32 C2 
土師器 箇部径 外面ヘラケズリ

灰白 (IOYRB/2) やや密 良脚部完存 面取り 9面
高杯 4 5 内面ナデ

95 11 -I SH9 B16 
須恵器

15 2 3 6 天井部外面ロクロケズリ 灰白 (N7/ } 密 良口縁部1/6残
蓋

96 21 -2 SH29 85 士師器
12 9 3 5 

外面下半分未調整
橙 (5YR6/8) やや密 良口縁部1/3残 周溝から出士

Jill 内面暗文 ロ縁部放射暗文

土師器
10 6 

外面ナデ（一部未調整）97 18 -3 SK59 C8-P2 
椀

3 8 
内面工具ナデ

浅黄 (25Y7/3) 小石含 良完形 外面に粘土ひも接合痕

10 7 

98 18 -I SB49 B8-P4 
須恵器

II 6 2 9 
底部外面未調整

灰(N6/) 密
良 ロ縁部小片

蓋の可能性もあり
杯 他はロクロナデ 底部1/4残

99 2 -3 SDl3 C!S 
須恵器

15 0 3 6 
天井部外面未調整

青灰 (5PB6/1) 1~3mmの砂
良口縁部1/12残

杯 他はロクロナデ 粒若干含

100 8 4 SDIO Cl4 
土師器

14, 0 2 3 
底部外面未調整

浅黄橙 (75YR8/4) 密 良口縁部1/7残
皿 他はナデ

101 8-2 SOJO CJ4 
須恵器 高台径 底部外面未調整

灰色 (N8/) 密 良底部1/2残 ハ＇）付高台
杯 10 2 他はロクロナデ

102 8 -I SDID Cl4 須恵器 15 2 3 7 高台径 底部外面未調整 灰白(NS/) 密
良 口縁部2/5残

ハリ付高台
杯 10 8 他はロクロナデ 底部1/2残

103 9-2 SDIO Cl4 
須恵器

17 0 4 2 高台径
底部外面未調整

灰白(N6/) 密
良 ロ縁部1/6残

ハリ付高台
杯 10 5 他はロクロナデ 底部1/4残

104 8-3 SDIO Cl4 
土踊器

16 0 I. 6 
底部外面未調整

淡橙(5YR8/3) 密 良口縁部1/5残
皿 他はナデ

105 9-1 SDID C14 
灰釉陶器 高台径 底部外面ロクロケズリ

灰白(25Y8/l) 密 良底部1/5残
ハ1)付高台

椀 8 4 内面ロクロナデ 灰釉鼠1毛塗り ロクロ左回転

土師器
14 5 

外面下半分未調整106 4 -2 S854 B4-P3 3 5 にぶい黄橙(IOYR6/4) 小石含 良完形
杯 14 7 

他はナデ

107 4 -I S854 B4-P3 土師器 14 8 2 5 ナデ にぶい黄橙(IOYR6/4) 小石含 良 口縁部1/2残
llll 

108 4-4 S854 B4-P3 
黒色土器 高台径 底部外面未調整

オリープ黒(5Y3/l) 小石若干含 良 ロ縁部欠損 ハリ付高台 B類
椀 8 7 他はよわいナデ？ 底部完存

黒色土器
15 I 

外面未調整 外浅黄橙(IOYRB/4) ハリ付高台109 5 -I 5B54 B4~P3 
椀 内面ナデ 内 オリープ黒 (5Y3/l)

小石若干含 良 口縁部1/2残
ロ縁端部内面に沈線一条 A類15 4 
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書号
実欄J
遣構 品 馨種 治量'""' 調整技法の特轍 色胃 胎土 焼成 残存魔 ． 考看号 醤形 ロ径 騒高 その他

110 4-3 S864 B4-P3 
黒色土器 16. 0 6. 6 高台径

外面未調整 外，にぷい貴襴(I/1)OYR7/3) 
小石若干含 良 ロ縁螂1/4残 ハリ付高台

椀 7, 3 内面ナデ 内，黒暢 (25Y3 ロ縁蟻鄭内薗に沈繊一粂 鳩’

111 11 -3 S012 815 土師馨 17 0 I. 4 底部外面未調整 浅貴橙(IOYRS/3) 密 良 ロ縁瓢1/4喪
皿 他はナデ

112 11 -4 SDIZ 815 
土鰤曇 18.0 I. 7 底値鄭は外ナ面デ未調璽 浅貴置CIOY118/3) Ill 良 ロ縁郷1/12残
羅

113 10-4 SDIZ 815 
黒色土馨 15.8 3. 2 外画未胃菫

外：浅貴檀 (7.5YR8/3) 
密 JII. ロ縁郵1/11残 摩減が諏しく鯛整不胴 A順杯 内：黒襴(2.5Y3/I) 

114 IZ-3 SDIZ CIS 土鰹 I.I 4 8 重 未躙菫 灰白(Z6Y81l) 砂粒含 良 ほぼ完形 孔径＊4,0g 

115 IZ-Z SDIZ 816 土鰻 1.6 3. 0 重 未躙菫 灰黄褐(IOYR6/Z) 砂粒含 良 完形 孔径3u6.Zg 

116 23・4 SD22 D7 土鰻 I. 2 3, 2 重 未調菫 赤褐(2.5YR4/6) 密 良 完形 孔径4•3 9g 

須恵醤 体体部部外面タタキ 三の砂粒117 17-1 SB48 B13 32, 4 内面未調整デ 灰白(N7/) 良 ロ縁郷1/8幾
甕 他はロクロナ 若干含

118 6-2 S862 C3-P4 
土師馨
12 2 2, 7 ロ縁部ナデ 淡橙(5YR8/4) 小石若干含 良 ロ縁郵1/4残 外面に粧土ひも雛合痕

皿

119 23 -I S852 C3-P4 
土師馨 14 0 2 0 ナデ 浅黄橙 (75YR8/4) やや密 良 ロ縁藁1/7残
皿

120 6-1 SBSI 85-P3 土杯躙馨 20.1 3 4 底値椰は外ナ面デ未鯛菫 浅黄檀 (7.5YR8/4) 密 良 底ロ縁畢郎1/小4残片

121 ZZ-4 S851 C4-Pl 
土鰤馨
15.0 底働郵は外ナ面デ未●菫 浅黄置(7.5YR8/4) やや密 良 ロ縁螂1/6残皿

122 IO-I m Cl6 土躙藝
8.8 z.z 底値部は外ナ繭デ未鯛菫 にぷい黄檀OOYR7/4) 密 良 ほぼ完形

皿

123 IO-2 Sl7 Cl5 
瓦曇
9.6 1.7 底部外繭未調璽 灰(N4/) 密 良

ロ縁藁1/4残
摩減が謙しく調蔓不明纏

JIB. 底纏ほぼ完存

124 IO・, SK14 B15 
瓦馨 14 8 外面下半分未1111整 灰(N5/) 密 良 ロ縁椰I/親良 口縁靖部内画に沈纏一条椀 他はヘラミガキ

125 12-I SK!4 815 
瓦馨
15. 8 

外面下半分未調整 灰黄白(2.5Y8/!)• 
密 良 ロ縁鄭1/4残 摩ロ縁減蝙が部盪内し画く調に沈蔓纏不一明纏条椀 他はヘラミガキ？ 灰(25Y4/J) 

126 13 I SK58 D15 黒色土馨 12 0 5 0 高台径 外面未胃整
外：暗灰黄(25Y5/2} 3含NO)砂粒 良 ロ縁暮1/4残 ハリ付高台 M員椀 6 4 内面ナデ 内：黒褐(25Y3/I) 底鑢3/4残

127 14-I SK58 D16 
土師馨

7 5 2 3 高台径 ナデ にぶい橙(7.5YR7/3l やや密 良 底ロ縁藻tlll完存l/2残 ハ＇）付高台
皿 4 7 

128 35-3 SZl9 815 
土鰤曇
16.0 3. 0 

底部外面未調甍
演檀(5YR8/3) 砂粒含 良 ロ縁螂I/親良杯 他はナデ

129 42-I SZI9 816 土Iii馨 13.8 2 7 ナデ 浅黄檀(IOYR8/3l やや密 Ill. ロ縁藁1/況良杯

130 36-3 SZI9 816 
土謳馨 13.2 2.4 外面未肩甍 演置(5YR8/3) 砂若干含 良 口縁墓1/況皇 磨耗が議しく調整不明鼈杯

土籠馨 底藻外面未調甍
外：口縁部橙(5YR7/6)、底部

加の砂粒 底ロ縁鄭襲I/~皇 外面に粘土接合痕131 29-3 SZJ9 816 12. I 2.6 にぶい黄橙(IOYR7/4) 良杯 他はナデ
内：灰白(IOYR8/2) 含 1/4残 摩減が盪しく調整不明

132 42-4 SZ19 815 土師器 13 6 2 3 
底部外面未調整

灰白 (IOYR8/2} やや密 良 口縁郷2/況島
杯 他はナデ

133 40-4 SZ19 B15 土師器 12 I 2 7 底部外面未調整
浅黄橙(IOYR8/3) 小石若干含 良 ロ縁部1/4残杯 他はナデ

134 39 -4 SZ19 B16 土師器 15 4 3 I 底部外面未調整
浅黄橙(75YR8/4) 小石若干含 良 ロ縁瑯I/既E杯 他はナデ

135 41 -2 SZl9 815 土師器 13 5 ナデ 外．淡浅橙黄檀(5Y(R78./5YR83) /3) 小石若干含 良 ロ縁郎1/似良杯 内：

136 35-2 SZl9 B15 土圏馨 13.8 2.4 
底部外面未調甍

灰白(IOYRB/2) 砂粒含 良 口縁畢I/親覧
杯 他はナデ

土=・
12.6 

底部外面ヘラケズリ？ 底謳内面にラセン暗文？137 38-2 SZl9 BIS 2.5 
他はナデ

浅貴檀(75YR8/6) 小石若干含 良 ロ縁部1/既覧
摩減が檄しく調整不明12. 7 

138 32-3 SZl9 Bl5 土鰤Ill 15.0 3.0 ナデ にぶい黄橙(IOYR7/3) 2uの砂粒
良 ロ縁11111/親良杯 含

139 34-2 SZl9 Bl5 
土薗曇
13 6 3 0 底他部は外ナ画デ未胃菫 灰白 (IOYRS/2) lmaO)砂牧

良 口縁部I/既良
杯 若干含

140 30 -I SZ19 B15 土師器 12 8 2 3 底部外面未調整
浅黄橙(75YR8/4) 2皿の砂粒

良 口縁部1/統良
杯 他はナデ 含

141 43-3 SZ19 B15 
土師醤 11 8 2 3 ナデ 浅黄橙(75YR8/4) やや密 ロ縁綿I/親夏

底郵外面に粘土養合痕
杯 摩減が盪しく調整不明

142 32-2 S219 Bl5 土111i楊 15 0 3 0 底部外面未胃整
にぶい黄橙(IOYR7/3) 密 良 口縁憾I/就良

杯 他はナデ

143 28-2 SZl9 Bl5 
士師器 13 9 2.6 底部外面未調整 外 浅黄白橙(I(7.5YRS/4) 紐口の砂粒

良 口縁部I/親員
杯 鍮はナデ 内灰白 IOYR8/2) 若干含

144 28-I SZl9 815 
±llli醤
12 8 2. 5 

底郵外画未調萱
灰白(25Y8/2) わの砂粒

良口縁椰1/4鶏杯 鍮はナデ 若干含

145 28-3 SZl9 815 
土師馨
12. 9 2.1 底鄭外画未躙菫

灰白 CIOY鴎/2) 紐•の砂粒
良口縁部1/4残杯 働はナデ 若干含

148 43-2 SZl9 815 
士緬彗 14.0 3 0 ナデ 浅黄鬱(7.5YR8/3) やや密 ロ縁鄭1/5!員杯

147 26 -I S219 Cl5 土鍾器 14. 0 3. 0 底鄭外画未鯛整
浅黄檀(76YRB/3) 砂粒含 良 ロ縁鄭1/8残

杯 他はナデ 底郵欠損

148 40-2 SZl9 B15 土師器 16. I 2. 4 
底部外面ヘラケズリ？

灰白(2.5Y8/2) 密 良口縁椰1/2残杯 他はナデ

149 26-2 SZl9 CI5 土師器 13 0 2 6 
底鄭外面未調整

浅黄橙(75YR8/3) 砂粒含
良 ロ縁螂I/6l員

杯 他はナデ 底饂3/4残

150 34-I SZl9 815 土師器 14 3 ナデ？ 灰褐(75YR6/2) Inの砂粒
良口縁椰1/4残 摩滅が戴しく胃璽不明杯 若千含

1S1 38-I SZ19 Bl5 土師器 12.5 3.2 底部外面未調整
浅黄檀(IOYR8/3) 小石若干含 良口縁藁1/31員 摩誡が童しく●菫不胴杯 値はナデ

152 29-I SZl9 815 
土緬醤
13.8 2.4 ナデ 灰白 (IOYU/2) 2 の診粒

良口縁暮1/4裏杯 若干含

153 39-3 SZl9 815 
土鰤暑
11.8 2.3 底鶴外面ヘラケズ')

灰黄(2.5Y7/2) 小石若干含 良 口縁纏I/硯員 摩減が識しく●菫不明杯 値はナデ
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番り
実illl
遺構

出 L 器種 法量 (cm)
巽幣技ぷの特徴 色謂 焼成 残{f度 備 ~ 

暑号 位置 器形 [1祥 器高 その他

154 40 I SZ¥9 Bio 
t師器

14 4 2 D I旺他部は釦ナデ相 浅貨橙(I位RR/3; ぃ｛名 1含 良 ll磁沌1,4残 外直・，マ粘 接 ‘’ 
杯

155 35 4 5Zl9 B15 
L師器

13 6 3 0 
底蔀外曲未調格

灰白：：DYRS心‘ 砂和令 良 II磁恙I4残
杯 他は}デ

156 35 I SZl9 B15 
ti面器

13 4 2 5 
底郎外曲木損幣

灰白 ~7~YRS/2〉 妙忙痔 良 底II磁母;2音3残 評社が房'. 襄笞 1ヽり1濯
It 他はプア

157 43 I SZ19 BIS 
十師器

14 8 I 8 !i 浅共橙⑰ むY既；/ 4; 必＂吋r 口枯：囲',3残 ぽ窓外打］，マ砧十桜合痕
!III 

158 42 2 SZl8 BIS 
lllli硲 If, 2 2 ! 

底部外泊,~讃幣
浅貨椿＇訂脳 ill や,,m 'II,: 活 6残

皿 他は，ャ 7

159 44 2 szrn B1', 
ffllj器 底蔀外曲未讀幣

税仕橙(7ぢ＼屈心 わゃ中 衣祁），1 底望勺il],_[船然□缶
ill! 他は、トデ

｛師器
外~ ロ縁部；共-j-7. 

:.:)↓ -=-る160 36 I SZlll Bl5 
fill 
1:J 8 1 3 心院人項幣 淡1"'.2団8,<l' 心I!合 良 『IIS部う残

I紺刻,,''
i村←―f

161 33 I SZ19 B15 
1面器

15 7 2ど ナ-r -• こぷ,,~(7 :'iYE7·~: を 良 14・ 部 ，qぶし
皿

162 39 I SZ19 Bl5 
j涅

15 8 l 6 [ 他"tは等
('. 外

小1・I名 i合 良. iu合" 6残llll 冴茂給ro,.,筍R8・'1

163 38 5 SZl9 615 
十莉器

14 ti 2 3 
必疱外1印未訊幣

浅位杓(IOYR,,,1 ,J,j, 名 1食 良 底'"'4l殺、,• 幽汲バ~ '掛陀9「しJill l他はトー，・

164 29 2 SZ19 Bl5 
I面器
14 9 I 6 

衣涸外曲木讃整
灰!I,lG訊s'Z) 1I,が,日1の合砂 艮 i,l部 l残

りII 他は•／

165 25 4 SZl9 CIS 
t判；器

15 0 I 4 ¥I ;, 虚外1角木讃弊 淡桁冨YR8バ~) ~ 良―,,.,部 12残
1111 他は/-i'

166 ~fi 2 SZ19 RIS 
j面器

IS 0 I 6 I; 謬外血人凋郎 淡祖ふYf!,4) 砂t冒t 良 ,itrn: ,; 残 虎且が沿 逍!1<1ヽぷ消
Jill 他はすア

167 43 < SZ¥ij RIS 
十師器

16 0 I fi 底部外向未潤整
浅凶橙Ii,YI憑•.j\ や .•,,1c 良,,.,蔀,;残

llll 他,,jデ

168 2s :, S1J~ Wi t師器
14 0 1 ti 

氏部外：h心逍粕
浅/1i.桁(OYR83 c~ fl l! 心部岱笈

Jill 他はナ—,'

169 3/4 3 SZl9 BIS 
十師器

16 1 Wll'. 外洵.讃整 i"ぶし橙f?i'i"rfl7_, -~\ ：Iど)'ロ,ロI.,含, 良 Iii部， i残 Ill'?J'I訃―'.祐 iぁ；｝
I利μ 他ば，トー／

t師器 滴部ff
翁浣外：HI''ケメあるいぶ

I :’,,, , ’ 戸）砂*-' ＇i血1o亡:，)' 1/1 170 33 2 SZl9 Bl5 
凡杯 1 8 他j貝はナデ

杓!7SYH6i6 艮商，孔，、こ/1 '., 「貝->ふ粉列

171 '5 I S719 BIS l帥器 lfi 0 iii; 浮臼デ I 外ふ¥ i; 火娑亦筍 ,（2 ふB屈¥R虞"＼, 2' ゃ,,,,11 良 1む剖」 8残 !¥,:,£ が.~ 、逍幣 J―JJJ 
甕

172 ll , SZl9 BIS 
1帥器

IS 6 I (内""[且 I/?.• l反凶怜旦Oi訳：ふ ,j i (, I合 良 ］！残
i,.,, 加汲,]u,孜・， 課.,%"、↓l甕 氏剖)'損

173 33 3 SZ¥9 HI, t師器 l!J t; I,外r;曲ヘラケズ｀｝ i'ぶ','筍:•.',7~ 在7/.1) 加n刀砂t'L
此 JI>,'歪；残 外化」廿成；な、 I'll"」di

甕 曲ハケメ Ti会

174 44 I SZ19 HIS I~I• 器 16 O メ
外

＾わ宅 良 ，-'ll部，＇戸反 ,If¢:;){: が：怜'・-<渋幣―,.'し＇」
聾 、へ淡橙，i,¥HR,1>

175 25 I SZl9 CIS 
1m器

16 8 itt, 戸 『ふ：',JC登(?,::,)[1714 ,+: 艮 ＿］粒部，り残
~ 

176 31 -I sz1n RIS 上知器 11 8 I I 淡橙りY屈噂） ,,合,, ゾ妙が
艮：lie部.:i残 ~"'ゥ* '逍坪1胡壻

JJJ 2G 2 SZl9 HIS 
十閑器

"'6 ,, メ’、) 外内 淡浅外苗橙杓I?Ill門,'r8W/バ/1:11 仔 良コii{部 4残 必減が激~'く逍整―~,(i;
甕

178 a6 I sz1n RIS 
j師器

すテ
外 筍R7

や^，粁 良~ 休視,,6残
帝 内懇べI5, : 

179 46 2 SZ¥9 Bl5 
till器 外化向洵ヘ｝ラデ 入`｝ 外 やや宅 u ' 
令 内浅鼓橙USYI氾ぶ ぽ部），,'

180 27 I SZl!I CIS 
黒色・!器

16 0 外面木其整
外内 焦こふ(5)；2負/1橙) 砂lltt'i¥・ 良 l砧部 '1残 ＼知

杯 佐面ヘラミガキ

181 42 3 SZ19 1115 
黒色 L器

13 0 3 1 外的面面雑ナなア ラミガキ 外内 焦浅黄(2裕5Y{2JO,-B1: ゃや密 艮．」結；fl: ,J残 A!!i 
杯

182 38-4 SZl9 Bl5 煤色 l器
18 3 

外由j,f項幣 外

"' 良 "J柑沌 6残 ''" 杯 佐面ヘフミガキ 内ォ，ヽj屯C3Y3バ〉

183 31 2 SZ19 B¥5 
黒色 t,器

15 9 外面木潟整 外 2宕mm「の含砂11 良 ：桔部 i残 A印蛭耗が激べ逍整↑明確
杯 '佐面ヘブミガキ？ 内・黄灰(25Y<,I 

184 39 ~ 2 SZl9 B15 黒色土器 12 6 3 8 
庇台径 外由未潤尊 外淡黄(25Y8/4) 

小右ず干含
良 底部完存

A類 胚託が務、く項整↑明確
椀 5 4 I'か角ヘラミカ守？ 01 照褐(2513/!) ハ l忙高台

黒色七器 4 7 
高台径

外面未項整 外 ，ごぷい黄橙：0YR7. J) 185 36 -4 SZ19 Cl5 18 0 8 0 密 良 コ縁蔀2,9残 A類ハ付苓台か
椀 推定

推定
肉面ヘラミガキ 内黒褐(25Y3バ〕

黒色土器 外面未調整
外こぶい黄橙〈：釘'7,4)~明

186 41-1 SZ¥9 B¥5 
杯
15 2 

内面ヘラミガキ
ォ')ープ灰(25釘7-') 小石若干含 良 コ縁蔀□4残 A類
丙．ズ•; ープ黒(5¥3,',;

黒色土器 Z 6 
高台径

外面未調整 外．灰黄(25Y7/2) ねの砂粒 良 ロ縁部1/4残 A類ハリ付高台187 31 -3 S219 B15 14 5 6 I 
皿 推定

推定
内面ヘラミガキ？ 内．黒褐(25Y3/l) 若干含 底部3/4残 唐耗が檄しく調整不明罐

188 38 3 SZ19 Bl5 
須恵器

13 6 I 3 
天井部外面未調整

灰(6N6/) 密 良口縁部1/4残
蓋 他はロクロナデ

189 30 2 SZ19 B15 
須恵器

13 9 
天井部外面未調整

灰白(N7/) 小石若干含
良 ロ縁部1/7残

蓋 他はロクロナデ 天井部II親良

190 30 -3 S219 815 
須恵器

13 0 
天井部外面ロクロケズ＇）

灰色(N7/) 1瓢＇の砂粒 良 ロ縁部1/4残 ロ縁部に自然釉かかる
董 他はロクロナデ 若干含 天井部1/4残 内外面に別固体の癒着物あり

191 32 I SZl9 815 
須恵器

11 8 3 9 底部外面未調整
灰(N6/) 密 良 口縁部1/2残

杯 他はロクロナデ

192 37 I S219 B15 
須恵器

34 6 ロクロナデ
外：灰(N5/)

小石若干含 良 口縁部1/15残
甕 内・ 灰(NS/)

193 26 -4 S219 C15 
灰釉陶馨

19 0 ロクロナデ
底部内面灰白(75Y7/ll 

密 良口縁部1/9!島 灰釉刷毛塗り
椀 灰白(7.5Y7/2) 

194 45・2 SZ19 B15 
灰釉陶馨

15 6 
外面ロクロケズ＇） 外・浅黄(75Y7/3J 

密 良口縁部1/8残 灰釉鼻l毛鬱り椀 内面ロクロナデ 内：灰白(IOY7/I)

灰釉陶騒 高台径 外面ロクロケズ＇）
灰白(SY8/l) 灰釉刷毛盪り

195 26 -3 S219 Cl5 
椀 6 4 内面ロクロナデ

ロ縁部内面灰オリーブ 密 良底部3/5残 ハリ付高台

(7 5Y6/2l ロクロ左回転

-39-



番”
実IJII
遺構

出!: 器種 法量 (cm)
調幣技法の特徴 色調 胎＿十 焼成 残存度 備 考

番兄 位置 器形 u径 器息 その他

196 55 -I 包含層 BIO 包含層 上師器 12 0 ナデ？ 灰白(25Y8/2) 砂粒含 良 [l縁部[/7残 磨耗が激しく調整小明罐
甕

197 51 -I 包含層 B15 包含層
十，師器

12 0 4 0 
外曲禾調整

浅貨橙(75YR8/3) 3●●の砂粒
良 口縁部1/3残 外曲に粘十接合痕

椀 内曲ナデ 若 9含

198 22 I 包含層
B5 P6 上帥器 14 I 3 7 ナデ 浅貨橙(IOYRB/3) やや密

やや
ロ縁部1/6残

包含層 皿 良

199 16 3 包含層
814-PB 十＿師器

17 0 2 6 
底部外面木調整

浅貨橙(75YRB/4) 2 .. の砂粒 良 ロ縁部1/6残
包含層 Dil 他はナデ 含 底部1/4残

200 50 3 包含層 Cl8 包含層
上師器
13 6 2 6 

底部外面未調整
炊白(IOYRS/2) 砂粒含 良 u縁部1/4残

杯 他はナデ 底部欠損

底部内面に棒状］；具によるよわい

201 55-3 包含層 814 包含層
上師器

14 0 2 8 
底部外面未調整

灰白(IOYR8/2) 砂粒含
良 ロ縁部2/9残 沈線

杯 他はナデ 底部3/4残 底部外面に焼成後に入れたと思わ
れる線刻

202 51 3 包含層 815 包含層 土師器 13 6 2 5 ナデ 液橙(5YR8/4) 3皿の砂粒
良 ロ縁部1/5残 摩減が激しく調整不明

杯 若干含

203 40-3 包含層 B15 包含層 ±Jlli器 11 8 2 0 ナデ 灰白(25Y8/2) 小石若干含 良 口縁部1/6残
杯

204 14-2 包含層
014~p2 土師器

15 0 2 3 
外面未調整

橙(5YR7/6) 密 良 口縁部1/10残 精製品
包含層 皿 内面放射暗文

205 52-3 包含層 B15 包含層 土師器 13 7 2 6 
底部外面未調整

浅黄橙(75YR8/4) 2mmの砂粒
良 口縁部1/3残 外面に粘土接合痕

皿 他はナデ 若千含

土師器
外面未調整（一部ヘラケ

ロ縁部1/16残206 50 -2 包含層 Cl8 包含層 17 0 2 6 ズリ） 橙(5YR6/6) 細砂粒含 良 磨耗が激しく調整不明踵
皿

他はナデ
底部1/3残

207 51 -2 包含層 815 包含層
土師器

13 6 2 0 ナデ 浅黄橙(IOYRB/3)
2●mの砂粒

良 ロ縁部1/8残 摩減が激しく調整不明
皿 若干含

B14-P9 士師器 外面未調整 外浅黄橙(75YR8/3) 2mmの砂粒 ロ縁部1/6残
底部内面ヘラ状工具による窪み

208 16 -I 包含層
包含層 皿

17 2 I 7 
内面ナデ 内 にぶい橙(75YR7/4) 若干含

良
底部1/6残

外面に粘土ひも接合痕
摩減のため暗文の有無不明

土師器 脚部
脚部外面ヘラケズリ

209 49-2 包含層 Cl5 包含層
高杯 10 0 

脚部内面未調整→エ具ナ 橙(5YR7/6) 密 良 脚部1/4残
デ

210 56-2 包含層 814 包含層 黒色土器 14 0 3 I 
外面未調整 外浅黄橙(75YR8/3) 

小石若干含 良 ロ縁部1/4残 A類磨耗が激しく調整不明確
杯 内面ナデ 内

黒色土器 外面未調整 外浅黄(25Y7/3) 
密 (Immの

211 53-2 包含層 B15 包含層
杯
18 8 

内面ヘラミガキ 内黒褐(25Y3/J) 砂粒若干 良 ロ縁部1/7残 A類外面に粘土接合痕
含）

212 52-2 包含層 815 包含層 黒色土器 13 9 2 8 
外面未調整 外にぶい黄橙(IOYR7/2) 2mmの砂粒

良 ロ縁部1/3残 A頚 口縁端部外面に沈線一条
杯 内面ナデ 内褐灰(75YR4/l) 若干含

213 54-2 包含層 815 包含層 黒色土器 26 5 
高台径
外面未調整

外にぶい橙(75YR7/4) Immの砂粒
良
ロ縁部1/7残 A類摩減が激しく調整不明

椀 7 2 内 オリープ黒(75Y3/I) 若干含 底部2/9残 ハリ付高台

瓦器 高台径
磨耗が激しく調整不明確

214 56-I 包含層 Cl4 包含層 14 8 6 I ヘラミガキ 暗灰(N3/) 密 良 ロ縁部1/3残 内面にラセン暗文か？
椀 5 2 

ハリ付高台

B15-C15 瓦器 高台径 外灰(N4/)
密 (I匹の

磨耗が激しく調整不明215 53-I 包含層
包含層 椀 7 0 

ヘラミガキ？
内晴灰(N3/) 砂粒若干 良 底部1/4残

ハリ付高台
含）

216 53-4 包含層 C6 包含層
須恵器

II 2 2 9 
天井部外面ロクロケズリ

灰(N6/) Immの砂粒
良 ロ縁部1/8残 かえり部分に自然釉かかる

蓋 他はロクロナデ 若干含

217 48-2 包含層 Cl9 包含層 須恵器 10 4 2 6 
天井部外面ロクロケズリ

灰白(N7/ll 密 良 完形
蓋 他はロクロナデ

218 14-3 包含層 Cl4 包含層
須恵器

19 4 
天井部外面ロクロケズリ

灰(NS/) 密 良 口縁部1/15残 ロクロ右回転
蓋 他はロクロナデ

219 11 -2 包含層 Cl5 包含層
須恵器

17 6 
天井部外面ロクロケズリ

灰(N6/) 密 良 ロ縁部1/4残
蓋 他はロクロナデ

220 7-2 包含層
AJ7-P2 須恵器

13 5 I 9 
底部外面ロクロケズリ

灰(NS/) 2mmの砂粒
良 ロ縁部1/5残 ロクロ右回転

包含層 杯 他はロクロナデ 若千含

須恵器
底部外面未調整

221 55-2 包含層 cs 包含層
杯
II 8 3 0 他はロクロナデ（一部ロ 灰(75Y6/J) 密 良 ロ縁部1/5残

クロケズリ）

222 15-2 包含層
B14-P2 須恵器

13 I 3 4 
底部外面ロクロケズリ

灰白(N7/) 2mmの砂粒
良
口縁部1/5残

包含層 杯 他はロクロナデ 若干含 底部1/6残

223 52-I 包含層 B15 包含層
須恵器

12 8 4 0 
高台径 底部外面未調整

青灰(5PB6/l) 密 良
ロ縁部1/6残

ハリ付高台
杯 8 5 他はロクロナデ 底部1/4残

224 49-I 包含層 CI9 包含層
須恵器 筒部径 杯部外面ロクロケズリ

灰白(N7/) 小石若干含 良 脚部上部 ロクロ左回転
高杯 2 8 他はロクロナデ

225 54-I 包含層 CI6 包含層 須恵器 ロクロナデ 灰(N5/) 2mmの砂粒
良 体部1/8残

体部外面上部にヘラ状工具による
双耳壺 若千含 沈線一条

須恵器 外面クタキ後ナデ
ロ縁部底部欠

226 48-I 包含層 D17 包含層
壺 他はロクロナデ

灰(75¥6/1) 密 良損

体部1/4残

227 47 -I 包含層 CIB 包含層 須恵騒 31. 8 体部内外面タタキ
灰(7SYS/I) 小石若干含 良 ロ縁部1/12残

ロ縁部外面に波状文＋ヘラ書き文
甕 他はロクロナデ 字

228 53・3 包含層 B15 包含層
縁釉陶楊

13. 8 3, 6 高台径 浅黄(25Y8/4) 密 良
ロ縁部1/9残 摩縁減釉が激しく調蔓不明

構 5 8 底部1/4残 削り落としわずかに残

縁釉陶縫 高台径 ロ縁郎完欠損
底部外園に糸桐痕

229 50 -I 包含層 Cl7 包含層
椀 7, 8 Cクロナデ 暗オリーブ(75Y4/3) 密 良

底部存 ハリ付左高台 トチンユ
Cクロ回転

230 62-4 包含層 815 包含層 灰釉椀陶馨 高台径 底部外面ロクロケズリ
灰白(2.5Y811) 密 良 底部1/4残 直養重ね饒台き

6, 7 他はロクロナデ ハリ付高

231 23-3 包含層
D7-Pl 

土錘 I 2 3 2 重 未調整 桃(2.5YR6/6) やや密 良 3/4残 孔径4mm
包含層 4. 8g 

232 55 -4 包含層 C13 包含層 土錘 0 7 3 2 
重
未調整 にぶい褐(75YR6/3) 砂粒含 良 ほぼ完形 孔径s.. 4 3g 

233 24・I 包含層
Cl-P8 陶馨

30.。 ロクロナデ 暗繋灰(5RP4/l) 密 良 ロ縁部1/12残
包含層 欄鉢

234 18~2 包含層 BIO-Pl 石製品 重
灰黄褐(IOYR4/2)

包含層 31 3g 
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V 自然科学分析

はじめに

今回の分析調在は、弥生時代後期～古墳時代初頭

と考えられる環濠内から出土した炭化物について放

射性炭素年代測定を行い、年代に関する資料を得る

ことにある。また、炭化物の同定を行い、その種類

を明らかにする。

1 試料

試料は、弥生時代後期～古墳時代初頭とされる環濠

埋積物より出土した炭化物2点（資料A, B)であ

る。環濠埋積物は上位より 1~3層に区分されてお

り、 1層が黒褐色粘土、 2層が明黄褐色粘土、 3層

が灰色粘土からなる。今回の試料は 2層上部から出

土したもので、壺．甕などの土器に接して出土して

いる。炭化物試料は、いずれも土壌ごと取り上げら

れ、室内での観察に供した。

資料Aの炭化物は、全て繊維組織が認められる炭

化物である。資料Bの炭化物は、繊維方向が認めら

れる炭化物と、組織が全く観察できない炭化物とが

認められる。資料Aについては放射性炭素年代測定・

炭化材同定、資料Bについては炭化材同定を実施す

る。なお、資料Bの繊維方向が認められない炭化物

についても、実体顕微鏡による観察を行う。

2 方法

(1)放射性炭素年代測定

測定は、加速器質量分析法(AMS法）で行い、放

射性炭素の半減期はLIBBYの5568年を使用する。

なお、測定は、株式会社加速器分析研究所(IAA)

が行った。

(2)炭化材・炭化物の同定

繊維組織が見られる炭化物は、木口（横断面）・柾

目（放射断面） ・板目（接線断面）の3断面の割断

面を作製し、実体顕微鏡および走査型電子顕微鏡を

用いて組織の特徴を観察し、種類を同定する。繊維

方向が見られない炭化物については実休顕微鏡で外

観や断面の観察を行う。

3 結果

表7 放射性炭素年代測定および同定結果

番号遺構など 繊維質（種類） 測定年代 Bl3C 補正年代 Code No. 

炭化材
A SD21 No.l有 マツ属複維管束亜属 1870土50BP -23.44土1.01%。 1890土50BP IAAA-30196 

B SD21 No.3有
炭化材
マツ属複維管束亜属

B SD21 No.3無
炭化物材
イネの胚乳と籾穀？

1)年代測定は、加速器質量分析法 (ANS法による。）

2)測定年代は1950年を基点とした年数で、補正年代は813Cの値に基に同位体効果による年代誤差を補正した値。

3)放射性炭索の半減期は、 5568年を使用した。
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放射性炭素年代測定結果および同定結果を表lに示

す。

資料Aの炭化物の年代は、 1870土50BP(補正年

代1890土50BPであった。繊維組織が認められた炭化

物は、資料A,B共に炭化材であった。樹種は、以下に示

す形質から針葉樹のマツ属複維管束亜属に同定された。

・マツ属複維管束亜属(Pinussubgen. Diploxylon) 

マツ科

試料はいずれも年輪界で割れている。軸方向組織

は仮道管を主とし、晩材部に近い場所には垂直樹脂

道も認められる。放射組織は柔細胞と仮道管で構成

される。分野壁孔は窓状となり、 1分野に 1個。放

射仮道管内壁には顕著な鋸歯状の突出が認められる。

放射組織は単列、 1~15細胞高。本来であれば、水平

樹脂道も有しているはずであるが、観察した範囲で

は認められなかった。

資料Bの繊維組織が見られない炭化物は、粒状の

炭化物と薄い膜状の炭化物とがあり、イネの胚乳や

籾殻に似るが、いずれも破損が激しく、種類の同定

には至らなかった。

4 考察

今回の環濠埋積物2層上部から出土した炭化物は、

資料Aが炭化材、資料Bが炭化材とイネの胚乳や籾

殻の可能性がある炭化物に同定された。資料Aの炭

化材の14C年代測定値は1870BP、同位体効果によ

る補正年代が1890BPであった。また、 INTCAL

98 (Stuiver et al , 1998)による補正年代の暦年

較正結呆は、 AD90,100,125となり、誤差範囲を

含めるとAD70-210となった。今回の結果は、本

環濠の時期が、出土遺物から弥生時代後期～古墳時

代初頭と推定されていることと同調的な結果となっ

ている。

炭化材の樹種は、資料A・Bとも針葉樹のマツ属

複維管束亜属に同定された。マツ属複維管束亜属は、

日当たりの良い場所に生育し、関西地方では二次林

の主要な構成種であり、人間活動とも関連性の強い

樹木である。当時の遺跡周辺に分布していた可

竺~;~
• •. -... 追叫囀翌寧
屯r
泣
＂． 

la 

1. マツ属複雑管束亜属（資料A)
a : 木口， b:柾目， C : 板目

第24図炭化材組織図
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能性があるが、この点に関しては周辺での植生史研

究成呆をもって再評価するようにしたい。また、資

料Bの繊維組織をもたない炭化物は、イネの胚乳や

籾殻に由来する可能性があるが保存状態が悪いため、

種類の特定はできなかった。このように今回の環濠

埋積物中には当時の人間活動を推定する上で有効な

情報が含まれている可能性が高く、今後、環濠埋積

物について水洗選別を行うことが、当時の植物相や

栽培植物に関する情報を得る上で有効と考えられる。

（パリノ・サーヴェイ株式会社）

引用文献
Stuiver,M.,Reimer,P.J., Bard,E., Beck,J.W.,Burr,G.S.,Hughen, 

K.A., Kromer, B., McCormac,G., van der Plincht, J.and 

Spurk, 

M. (1998) INTCAL98 radiocarbou age calibration, 24,000-0 

cal BP. Radiocarbon, 40, p.1041-1083. 

潤潤滋笞

30 
~200µm: a 一200μm:b, c 



VI 結

北門遺跡第3次調査では、古墳時代初頭から平安

時代後期にかけての遺構・遺物を確認することがで

きた。そのなかでいくつかの盛行期が推定される。

まず、これらを時代別に概観してみる。

古墳時代初頭 SD21は、後述するようにその

形状から環濠の可能性が高く、出土遺物も充実した

内容を示している。このことから、当遺跡の盛行期

のひとつとして考えてよいが、 SD21の他は、溝2

条が散在的に検出されたのみであり、集落跡は確認

されていない。 SD21の性格や全貌とともに今後の

発掘調査に期待したい。

飛鳥時代から奈良時代前半 竪穴住居8棟、掘

立柱建物4棟、井戸2基などが確認された当遺跡の

盛行期である。特に竪穴住居は建て替えが見られ、

この時期を代表する遺構と言えよう。また、包含層

から出土したヘラ書文字のある須恵器もこの時期の

遺物である。

五
口
11110. 

平安時代前期 飛鳥時代から奈良時代前半の竪

穴住居と掘立柱建物が混在する集落跡から、住居跡

の中心が掘立柱建物群となる時期である。確認され

た掘立柱建物6棟のうち 4棟が、ほぽ真北に棟をも

つ方位のそろった建物であり、同様に方位のそろっ

た柱列とともに併存したものと考えられる。この時

期にはsz19も含まれ、遺構・遺物から見て飛鳥時

代から奈良時代前半と並ぶ当遺跡の盛行期と位置づ

けられるであろう。

平安時代後期 平安時代中期の遺構は検出され

ず、この時期になって再び、掘立柱建物が1棟の他

中世墓や土坑などが出現する。遺物としては瓦器や

黒色土器などがある。ただ、前3時期と比較する

と、その成果は質量ともに少ない。

ここでは、上に挙げた今回の調査成果の中で注目

できる事項を中心に検討し、本報告書における結語

とする。 （小倉整）

1 SD 2 1について

SD21はその形状から、自然流路ではなく、何ら

かの意図を持って構築されたと考えられる。その場

合、防御あるいは一定の区画を意図して構築された

可能性が高い。削平のためか濠と併存する生活関連

の遺構が全く検出されなかった。このことから全体

像を求めるには判断材料が乏しいが、いくつかの仮

説を提示しておく。

その一つは、集落を取り巻く環濠として構築され

たとするものである。東端に位置するSD42との関

連性が注目される。このSD42は、緩い弧を描き幅・

深さともに数十cm程度の溝であるが、その埋土は

SD21の最下層と同じ褐灰色土である。上部削平に

より、底面のみが残存して検出され、本来はSD21

と同様の規模・形状をしていた可能性がある。その

場合、両溝は調査区外で合流する同一の濠として集

落をめぐる場合や、 2重環豪となる可能性がある。

また、環豪の内外の位置関係を検討する必要があ

る。SD21・42ともに西側を外にするようなゆるやかな

弧を描く。しかし、調査区西端から検出面が緩慢に

降下し、 SD21を境に調査区外東側の谷に向けて傾

斜が増す。このことから、東側を外とし、西側に向

けて中枢的施設を擁するものの可能性がある。

参考資料として、隣接地を調査した北門遺跡第2

次調査の成果があるが、 SD21の隣接部分は未調査

で、隣接部分以外の調査区にもSD21につながるよ

うな溝は確認されていない。ただこのことは、 SD

21の南へ伸びた先が急に西側に曲折することのみが

否定できるにとどまる。

またSD21の出土状況は、遺構編でも触れた通り

溝の底付近からはほとんど遺物が出土していない。

よって、当然ながら遺物は遺構の存在した下限の目

安を示すにすぎず、環豪の構築期は、これよりもさ

かのぼる可能性も考慮すべきである。ただ、出土遺

物のほとんどが古式土師器であり、弥生以前の時期

を示す遺物が石製品 1点のみであることから古墳時

代初頭を中心とする遺構として位置づけた。

（水谷隆広）
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2 文字資料について

以下では包含層出土の須恵器（第23図ー227)に

確認されたヘラ書文字について述べる。

ヘラ書文字の判読について まず文字そのも

のについて検討する。文字の判読については、奈良

大学図書館館長東野治之氏にご教示を得た。出土し

た文字資料は、判読が困難ではあるがほぼ間違いな

く漢字である。それも文字を知らない者が漠字を真

似て書いたのではなく、漠字を意図的に書いている

可能性が高い。

1文字目の「口」は「又」の異体字と考えられる。

「交J(こう）に通ずる「x」を二つ重ねた「；」と

いう字ともとれるが、 「又」の方が有力である。

2文字日の「拉」の「1-=」の部は「皿」もしくは

「[IlJ」という部首であろう。こういったくずし方は

日本では 7世紀に見られる古いくずし方である。（註

1)「扉」の「品」の部は現時点では判読が不可

能である。今後も調査したい。＜ずし方だけで考え

ると「林」のくずし方に「茸」というものがある。

ただこの場合は上の部首とあわせて「界ー」（ふしづけ

の木）という字となる。げ阜」の可能性がないではな

いが、まず使用されることのない漠字となってしまう。

（註2)また、地名や人名とも考えにくい文字で

あることも重要な点であろう。 （註3)

須恵器の産地と実年代 次に実年代と産地に

ついて須恵器そのものの検討を行ってみる。

ヘラ書きされた須恵器は、当遺跡出土遺物のなか

では 1点のみで、甕の口縁部片である。口縁端部を

肥厚させ、頸部から口縁端部にかけての外面上半に

施文されている。焼成は良好で灰色を呈する。胎土

は密で小石が混じる。

北門遺跡周辺から出土した須恵器としては、御墓

山窯跡（註4)が充実している。そこで当該須恵器

甕が御墓山窯跡出土の製品と共通点を持つか否かを

検討した。その結果、本遺跡出士のヘラ書された須

恵器甕と、御墓山窯跡出土の須恵器甕（註5) との

形態的特徴に共通点が確認され、当該須恵器甕は御

墓山2号窯灰原 (7冊紀後半～末）の製品（註6)
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との可能性が高まった。よって産地・実年代もこれ

によると考えるのが妥当であろう。この実年代は、

文字のくずし方が7冊紀に多く見られるという点と

も矛盾しないことも付け加えておく。

類例と考察 ここでは上の2点に加え、伊賀・

伊勢湾岸の文字資料の類例も併せて考察を行う。

この時期の須恵器のヘラ書文字は、伊賀・伊勢両

地方に類例はあるが、いずれも文字の判読は容易で

はない。伊賀地方では須恵器に文字が刻書されてい

る例として、上野市唐木谷遺跡（註7).伊賀国府跡、

青山町中出向遺跡（註8)などがあげられる。いず

れも「安」と刻書されたもので、実年代は 7~8世

紀と推定されている。伊勢湾岸では四日市市の西ヶ

広遺跡、愛知県の尾張元興寺、片絶里（註9)など

の資料がある。いずれも藤原京併行期の陰刻である

が、前者の陰刻は「尾治出寸口」（尾張国春部郡山村

里となるか？）とされ生産地の可能性が指摘されて

いる。また、尾張元興寺では「命」（ほとぎ）とヘラ

書きされた例がある。「ほとぎ」は一般的には水や酒

を入れる容器をさす。尾張元興寺出土の土器はまさ

に「ほとぎ」にあたる器形であり、「ほとぎ」は器種

名の可能性が指摘されている。また類例に、飛烏石

神遺跡に「企五十戸」と短頸壺の底部外面に記され

たものがあり、「五十戸」が「里」の意味であること

から地名との考えもある（註10)。このように伊勢

湾岸の須恵器のヘラ書の例は、生産地ないし生産者

であるらしく、祭祀にかかわる可能性は低いとされ

ている。

こういったことを考慮し、当該須恵器のヘラ書文

字を考察してみる。産地を御墓山窯と考えると、当

ヘラ書文字には伊賀地方に該当する郡郷名などの地

名はなく、地名とするには無理がある。また、エ人

などの人名の可能性も考えられるが、その場合、文

字そのものから判断すると地名・人名とは考えにく

いという点と麒顧が生じるなど、未解決の部分が多

い。今後の類例の発掘調査の成果に期待したい。

（小倉整）



3 掘立柱建物群について

建物間隔の計測では、長距離の場合、当時の尺数

との誤差が大きくなる危険を承知の上で、 30cmを

l尺として検討した。

飛扁時代から奈良前半及び平安時代後期の掘立柱

建物は、建物自体は大型のものであるが、棟方向に

統一性がなく、柱筋や間隔等にも規則性は見られな

い。唯一、 SB49とSB50が棟方向を揃えた可能

性が考えられる。その場合SB49の西側柱列とSB

50の東側柱列の間隔は3.3mで11尺となる。

当遺跡において、掘立柱建物群として構成されて

いた可能性があるのは平安前期のSB48・51・52・ 

55、SA57である。これらは棟方向がほぽ真北で、

そのうちSB51・52は北側を揃えて配置されている。

両者の間隔はl.8m(6尺）で、この2棟が同時存

在だとすると、同規模の建物が北側を揃えて列のよ

うに配置されていると考えることができる。両者の

間にあるSA57は、双方から0.9m(3尺）の等距

離にあり、非常に接近はしているものの方向がそろ

っているため同時存在の可能性がある。

次にSB51とSB48、SB52とSB48との間隠

であるが、前者が28m後者は35.2mで両者とも尺

では完数にならず規則性は見られない。 SB48と

SB 55との間隔も同様に20mとなり、 1尺を 30cm

と考えると端数となる。 SB51とSB55との隔は

51.6 0 mとなり 172尺であるが、これも尺による

10の倍数値を得られない。

このように当遺跡において、掘立柱建物群が最も

盛行する時期において、部分的にではあるが規則的

な配置が認められた。調査区内の4棟のみではまと

まりに欠ける印象は拭えないが、棟方向をほぼ真北

に揃えた建物群が存在することは事実であり、調査

区外の建物のありようも含めて、今後の発掘調査が

何らかの知見を与えてくれるかもしれない。

（小倉整）
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（註）

(1) 文字の判読については、奈良大学図書館館長東野治之氏に

ご教示を得た。

(2)同上

(3)同上

「非」と考えると「罪」という字になるが、 「非」場合のく

ずし方|ま「[」となり、左右が別のかたまりでくずされるこ

とが多い。ただ、まれに「咋1となるものもある。 「佳」の

場合は「:」とくずされるため可能性は低い。

(4)笠井賢治『御墓山窯跡発掘調査報告書』上野市教育委貝会

1994 

(5)同上

報告書番号620-647の須恵器甕

(6)当該須恵器甕と御墓山窯跡2号窯灰原出土の (5)の須恵

器甕との比較検討は上野市史編さん室の笠井賢治氏にご教示

を得た。この須恵器甕について、①口縁端部を肥厚のさせる

際のナデ、つまみあげかたの技法がほぼ共通である。②頸部

に施される施文は沈線で区画した後， 2段に波状文を施し、

後に沈線をナデ消している。③胎土・焼成が非常に似通って

いる。の3点から、御墓山窯2号窯灰原で生産された可能性

が高いとの見解を示した。

(7)山本雅靖『唐木谷遺跡発掘調査報告書』上野市教育委員会

1979、福田典明『上野市埋蔵文化財年報9』上野市教育委員

会2003

(8)濱辺ー機『中出向遺跡発掘調査報告書』三重県埋蔵文化財

センター2000

(9)福岡猛志「尾張元興寺と片絶里」 『伊勢湾と古代の東海一

古代王権と交流4ー』名著出版

(10)服部哲也『尾張元興寺跡発掘調壺報告書』名古屋市教育委

員会1994
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